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本 會 は 地震 お よび これ に 開 連 する 諸 現 象 の 研究 並び に その 應 用 に 開 する 知識 を 交 
挨 , 普及 し 震 災 防止 に 貢献 する と と を 目的 と する ・ 
本 貸 は 地震 贅 會 と 租 し て , 事務 所 を 東京 大 了 理 瑞 部 地球 物理 贅 数 室内 に お く ・ 
本 會 は その 目的 を 達する た め 下 記 の 事業 を 行う ・ 

(Gi) 通常 弧 全 お よび 了 臨時 弧 剣 (1) 事 術 講演 信 

( 近 ) 會 誌 「 地 震 」 の 紙 行 (Giv) 其他 必要 な る 事業 " 
通常 絶食 は 毎年 必ず 1 回 適 営 な 時 期 に 行い , 臨時 綿 會 は 委員 5 名 以上 ある い は 人 滞 員 
80 名 以上 の 請求 の あつ た 時 に 開く ・ 

本 會 々 員 は 普通 信 上 員 及 び 夏 助 會 員 と する ・ 上 5 の 
そえ て 本 會 事務 所 へ 申込 むせ も の と する ・ 6 
地方 ある い は 特別 の 機 開 等 に 支部 も お く と と が で きる ・ 
委員 長 1 名 , 委員 若 二 名 を お く ・ 
秋 員 長 は 本 會 を 代表 し , 各 委 員 は 組 韓 , 護 務 , 會 計 等 の 事務 を 分 拉 し , その た め に 
200 

會 に は 顧 問 若干 名 を お く と と が で きる ・ 
NSR ょ つて 末 出 する . 委員 長 は 委員 の 互 居 に よる . 委員 長 及び 
委員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さま た ば げ ない. 
委員 長 及び 委員 の 更 送 期 は 1 月 と する ・ 深 中 補記 と し て 加 つた も の の 三 は 部 作者 
の 残存 期間 と する . 
附 則 


普通 全員 の 會 費 は 営 分 の 間 年 300 彫 と し , 委員 に ゞ つて 適宜 碗 更 す る こ と が で きる - 


會 費 年 1 口 (1000 購 ) 以上 を お さめ た も の を 確 助 全員 と する ・ 
支部 の な いと き は 連絡 幹事 を も く ・ 連 絡 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する ・ 
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Im his theory of density distribution in the mantle of the earth, 人 氏 . E. Bullen assumed the 
existence of a density discontinuity at 400km depth. He also assumed the chemical 
homogeneities on both sides of this depth, for the continuous and homogeneous mantle leads 
uS to an unreasonable result as to the state of the core. 

Recently, 廿 . Brown who studied the chemical compositions of the earthzs interior inferred 
from those of meteorites, concluded that the concentration of the meta] phase would increase 
_Hnearljy with depth. The concentration of metallic materials will also have influence upon 

_ the density distribution. * 

AA possible density distribution of the model having such a concentration is discussed in 
this paper. 

本 he main results are as folloWs : 

(1) the density at the bottom of the mantle may be 6.289 (Table 3, Fig. 3), 

(2 ) the metal phase contents at the bottom ofthe mantle may be 20.4 per cent by 

weight (Table 3, Fig. 4), 
( 3 ) the total contents of metal phase in the mantle may be 11.4 per cent by Weight, 
(4 ) the atomic ratio of iron to silicate in the whole earth wil be 1.559, this number 


is not affected by iron contents in the mantle. 
S 1. 基本 に な る 考え 
地球 の 内 部 で , 地震 濾 速 度 が 各々 の 深 さ に つい て 制 つ て いる と き , 静 水 礎 下 衡 の 優 定 を す 
れ ば 絶 度 の 分 布 が 決め られる. 之 は 最 物 , E. D. Williamson, 革 . 耳 . Adams で に よ つ て 考 
ぇ られ , K.E. Bullen② に よ ょ つて 績 展 せ られ た 方 法 で , Bullen の 審 度 分 布 と 呼ば れる も の 
で ある . この よう に し て 決め られ た 分 布 は , 次 の 二 つの 條 件 を みた す も の で な けれ ば な ら な 
い 。 一 つ は 地球 の 全 質 量 で あり , 他 の 一 つ は 自 韓 軸 の まわ り の 全 骸 と し て の 慣性 能 座 で , 何 
れる も 他 の 方 法 に よ つ て 値 が 決め られ て いる か ら で あ る ・ 後 で 逃 べ る よう に , Bullen の 方 法 は 
二階 の 後 分 方 程 式 を 解く こと に 師 す る か ら , 上 の 二 つ の 條 件 を 用 い , 初期 條 件 と し て 地表 で 
の 密度 が 奥 を られ れ ば , 窒 度 分 布 は 一 義 的 に 決 つ て し まう わけ で ある ・ 鹿 が , 地震 波 の 方 か 


2 (2 ) 地球 の 帝 の 度 分 布 と 重い 物質 の 分 布 


ら 章 つて いる よう に , 地表 か ら 2900 km の 虎 に は 不 連 繧 昼 が あつ て 密度 の 方 も 不 連 綾 に な 


つて いる も の と 思わ れる ・ 従 つて そこ で の 容 度 の 括り ぐあい が 刊 ら な けれ ば , 分 布 は 一 義 的 


に 決 ら ない. それ を 救う 尽 に , Bullen' は .$2 に 逃 べ る よう か な 巧み な 條 件 を 用 いた ・。 その 結 


果 , 地表 か ら 2900 km の 虚 ま で ( 殻 Mantle) と 呼ぶ ) きえ も 徐 度 が 一 様 連 貫 で ある と す 

る と 話 が 合わ な いこ と が 刊 つ た 。 そこ で 彼 は 地表 か ら 400<900km の 者 分 は 静 水 歴 相 衡 が 
成り 立つ て いな い 都 分 , 抑 ち 彼 の 方 程 式 が 成り 立た な い 部 分 と し , 更に そこ を 境 と し て 内 と 
外 で は も の が 失 つ て いる と 考 ん た. そし て 窒 度 の 獲 り ぐあい を 適 党 に と る こと に よ つ て 矛盾 
の な い 分 布 を 得 た ・ 400 km で の 不吉 織 は 地震 涼 の 方 か ちゃわ れ て の た わけ g あ ある 5。 
架 室 の も の で は な い が , 一 種 の 模型 に は 違い な い ・ 

一 方 , 最近 古 . Brown③ は 陣 石 の 化 學 成分 か ら 地 球 の 元素 分 布 を 推定 する 研究 を 績 展 き 
せ た . この 種 の 研究 は , これ 輝 に も 地球 化 克 者 の 手 に よ つ て 多く 行わ れ て 來 た も の で ある が , 
彼 は 物理 化 移 的 な 下 衡 條 件 か ら 話 を 進め た . 限 石 の も つて いる 元素 分 布 を 興 え る に 必要 と 思 
われ る 温度 ・ 歴 力 を 推定 し て ,。 すべ て の 陣 石 が 地球 に 似 た 物理 化 多 的 性 質 を ち つ て いた 衝 星 
か ら 生 れ た こと を 確 め た . 特に 石 相 CSilicate phase) と 金 司 相 CMetal phase) と に 分 配 き 
れる Te, Ni の 量 に 注目 する と , 之 ら が 主 に 礎 力 に 支配 され る こと と が 刊 る . 一 是 歴 力 と 相 の 


下 衡 常 敷 と の 開 係 が 決 れ ば , 逆 に 地球 内 部 の 元素 分 布 を 推定 する こと が 出来る . この よう に 』 


明快 な 分 析 的 態度 で , Brown は 地球 の 殻 に 含ま れる 金属 と 深 さ と の 開 係 を 得 た それ に よ 
る と , 金属 は 重量 此 で 云 つ て 深 さ と 共に 殆ど 直線 的 に ふえ る ($S4 の Fig. 4 参照 ). 金属 の 
相 を 左右 する の は 主 に Fe で ある か ら , 密 度 分 布 に も 大 き な 影 響 を 興 え る に 門 い な い 。 ここ 


も の ( 主 に Fe) が ふえ て 行く よう な 模型 を 考え る こと も 意味 が ある で あろ う . この 2 つう 
模型 に よれ ば どん な 審 度 分 布 が 期待 きれ る か 。 之 が この 放 文 の 目的 で ある 。 
S2. 基 本 の 式 
器 積 弾性 系 を だ と する と , 之 は 


1/ だ =(1/ の )(9g/@ ヵ ) (2.1) 
で 定義 きれ る . 剛性 座 を と IS 度 を 内 え と た る どき 
=(1/ の (だ 十 3 の ), アニ ァ /p (2.2) 
で ある か ら , ] 
が /p= ア (43) ア * ED の 2s3) 
と な る . 一 方 , 静 水 魔 本 衡 が 成り 立つ て いれ ば 
9?/9y ニ = ニー の の, 9= 夏 4(⑦)/72 (2.4) 


但し , ヶ は 中 心から の 距離 , だ は 高 有 引力 常 敷 で , 7?) は 條 径 ヶ 以内 の 都 分 に 全 ま れる 


で , 帝 が 不 連 纏 な 密度 分 布 を も つて いる と 考え る Bullen の 代り に , 深き と 共に 段々 に 重い ' 測 


とこ 99/ み =(@/8 の 92 の +(@9/62)(@227) 

の 開 係 が ある ・ 第 一 項 は 交 水 麻 に よる 講 縮 か ら 浴 る 窓 度 の まし を 表わす 9 は こ = で B 古 い 
物質 の 含ま れる わり あい を 表わす 狼 立 奨 敷 で , 物理 的 に は 嶋 積 混合 比 と 考え る と 都合 が よい ・ 

和 政 に (92/99 は 混合 比 と 密度 と の 開 係 で KG9972 は 混合 比 と 深き と の 開 係 を 表わす -。 ②. うー 
ー@. め を (2②.6) に 入れ て 0 


9/ み ニーCe/ な De(496D[AC の ー4r[。 psdr]+(9/9 の 999) ②. の ー 


を 得る 。 (2.7) を 表 作 科 分 すれ ば 窒 朗 分布 が 待ち れる 。 (が) は 切 , が 逢っ て 
 o 9 還 あ の :c 肝 知ら 人 歴 数 で ある ・ 0 2 


_ 地球 の 條 任 : g=6338 km 
5 会 質 時 : _ MC)=5.897 x 020. gr 


. 宙 全 慣 性 能 座 : 7Cc)=79.143 x1045 gr.cm? na 
。 で , 出 策 値 は ' ' を 2 
音 ーー 「 PC の )=3.82 「 1 
1 で あぁ の ンジ い 。 る 
ター7/772 ' 283 肖 


な る 量 を 定 開 する と 。 密度 均一 の 球 で は 0.40 と な る . 地球 公 朋 で は z=0.334 で ある か 
を > 内 部 へ 行く 程 徐 度 が ふえ る こと が 期待 され る わけ で ある ・ 帝 より 内 の 部 分 ( 之 を 桜 (Core) 攻 
吾 と 呼ぶ ) だ け に 2 2 と 考え を られ る か ら , 之 が 殻 の 鶴 度 分 布 に 開 す る 一 つの 條 件 拉 
計ら ニニ | 人 
_(②- の ) で は 論 数 ヶ は 中 心 が 原 貼 と な つて いる が , 青 の 場合 積分 は 表面 か ら 出 基 す る の 。 
。 で ある か ら , 迫 数 を 。 「 ャ 2 
3 2 「 - g=1-⑦/ の [ 守 2000 
、 ド 閉 換 し て く 、 故 に 芝 の 部 分 は ゥ =0~0.452 に 営 る . 寺 積 分 の 方 法 と し て は , 署 級 敷 展 
琴 法 を 用 いる . 即ち 


が 7p= う ! の の p ニ SO, | ビ a こ 
3 AR 2.10) 加 
(9p/99)(29/92)= の 十 Gz | 


- と お き , (2.7) に 入れ る と 。 


6 の ーーgiven. y 0 
4 ニニ が 一 4。6。 計っ 
24。 ム ニール ト W5 ど Bi _46 +4。 の ), 


み を ei に ちと の 9 衣 の の の 衣 3pjie Se ie 中 


十 (%ー1)41 の 1) 


= テー(4 コ の 十 24 十 …… 
土 W。_ ュ 
PO0Pc0ED 2 Cs 
2 ーC4a6+ 4 05 [ 
間 間 2 6 d 
8 の の ーー の ' IS 
ー だ 77Co)/o, アニ 4zo* | 2 の 人 
: 近 が 区 知 な ら , &… っ の 2 られ る ・ 但し , 未知 


ん 用 


圭太. の -。) 


2 か ら , 9 


KW 8 敷 値 積分 1 * . 還 
先ず (7/p) を >jozZ" の 形 に 展開 し な けれ ば な らち ない ・ 了 , , アア の 値 と し て は , 本 . 委 
、 Tarewodmeos oe 用 いる (Fig.1). 帝 全 醒 を 一 つの 式 で 表 わ せ る と よい の で ある が , 
6 誤差 を 1% 以内 に も さめ る 危 に , Fig. 1 に 示 
し た よう に 全 醒 を 大 つの 部 分 に 分 け , 順次 に 解 
を つない で 符 ぐ こより に チ る ・ 従 つて , 7 ヵ , 2 ペ 
の 獲 化 が 大 きい 部 分 で は 一 段階 の 巾 が 狭く な 
る ・e。 の 値 は Tab. 1 に 示し て ある 。 


- 半 

年 
- 王 
ト 、* 


Hig. 1 Velocity distribution. oT 『 1 


③ ③ ーー @ (の (の _ る ⑨ 
AS 0.00 一 0.06 二 0.09 2 0.28 0.44 ン 
0 34.8292 47.6588 62.4024 70.8409 95.0537 114.8015 
1 2.21979 6.99697 4.23738 | 2.56657 1.99789 0.1948 
2 に ー、0.42781 | 。 一 0.88324 | ご 1.21347 0820SIR 3250 72 ら 
3 0.13796 | 一 0.19568 0.24621 | 0.04818 0.01864 
4 0.00535 0.16014 | 0.09372 | 一 0.00366 | 0.00066 
5 | 一 0.00637 | - 0.03488 0.00532 0.00001 に 
6 0.00059 0.00250 2 3 


hable 本 io sl0s3o 


精 分 結果 の 一 部 を 示す と Tab. 2 の よう に な る 。 


0 ーー、 
*e mW2re を 


本 
| 3.32 5 
3.668 十 6.3100C。 寺 0. 187160C+ ls 84612C )。 10*% た 4 


603 3.805+ 9.5962C。+0.236420C, 
SI2EDKS >79 3.920 十 12.9208C。 十 0.288659C, 
_ 028 | 1808 4.460 十 31.5900C。 十 0.642648C, 毅 の 慣性 能率 =(63.729 
0.44 2882 4.968 二 49.7999C。 二 1.009977C, 
_0.452 | 2900 | 5.009+51.0976C。+1.019388C。 265.8700。+5. 409267 りー 
Table 2. Density at various dept [ 10*? gr.cm? 
重 従 つて , 桜の 質量 , 慣性 能率 は 夫々 Ss 
明 7。=(22.791 -185.5260。3. L84o1260> 10eer. 32900 計 
1 7。 ニ (15.414-265.870G。 一 5. 5.40926G 10*'gr.cms (3. の 


阪 に な る ・ Ballen が 最初 考え を た よう に , 帝 全 騰 が 均質 連 械 の 物質 か ら 出来 て いる と する と 

、 GO Fac の = の 0 の 8 で ある か ち ②.8) に 入れ て 2 

1 " 4ー0.57 | 1 

_。 と な る , 印 ち , この 模型 は 不 合 理 で ある ・ 

- 計 久 に 。 友人 9 は 深 さき ヶ に 開 し て 株 的 に ふえ る も の と 優 定 し ょ う 。 地表 で は 

を と 考え られ る か ら “ 5 

_ 9=z (ei 常 数 ) Gi6) 

。 計 に 。 畑 所 似 と し て 物質 の 混合 た よる 平和 宙 度 の まし (95799) は 深き に よ ょ ら な いも の と し 

' て みる . その よう な 場合 に は , (9Z/99)・(92/93)=const:*ーC。 で ある か ら , (2.9), ③.3,。 
(3.2) ょ り sz ミ 0.4 の 條 件 は 


G 且 0.0256 3.7) 
_ 政 に , [ 
8 7 ミ 18.041.1026 gr. (3.8) 
7。 且 8.608・10?9gr. cm (3.9) 
帝人 購 の 重量 混合 比 は 
27z/(27 二 77s:) 三 0.114 36920 
ト 、  QZg: 混 る 重い 物質 の 質量 , ME 地表 に み ら れ る よう な 坦 い 方 の 物質 の 質量 ) 
2 、 融 の 庶 で の 徐 座 は ( 本 
1 p。=0.4ss 己 6.310 (3.11) 人 放 
に 沿 


S 4. 重い 物質 を Fe と 考え た 場合 の 密度 分 布 2 
(9//99) が 深 さ に 開 係 し な いな ら , S 3 に みた よう に , 混 つ て いる 物質 の 種類 が 何で あつ 。 
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6 (6) 地球 の 湊 の 容 旗 分布 と 重い 物質 分布 


て ち , 混合 比 , 客 度 分 布 の 臨 具 値 が 得 ら れる ・ 併 し (9Z/99) が 深き に 開 係 する こと を 考 虐 


する と き は 歴 縮 座 が 問題 に な る か ら , も の を 指定 し な けれ ば な ら ない. そこ と で, 地球 の 殻 が , 1 
| 生生 PE 

石 の 租 (Sihicate phase) 3.32 1.085.103 | 5 の 2 

Fe の 相 (Metal phase) 0o7 1.683・10*? 9 1 
の 混合 物 か らら 出来 て いる と する と , 許 均 の 密度 は 

の の re9 の 十 の gs:( ユ 一 の ), 
改 に ・。9//99 ニ Pre 一 sz (4.1) 
の re, の sz は 共に 礎 力 を 通じ て 深 さ に 開 係 する . 有限 歪 弾 性 論 に よれ ば , 
pー Pa(1 二 2e)32。 アニ e(1-+2e)52 (4.2) 


但し , e は 外 礎 ア に よる 歪 , の o, だ 。 は 夫 え 外 訂 が な い 場合 の 審 度 , 航 積 弾性 座 で ある ・ 之 「 
ら よ り e を 消去 し て (4.1) に 入れ る と (9//99) は Fig. 2 の よう に な る 。 之 を 更に 深き の 
_ 開 係 に 客 謀 し て 近似 的 に , 


ーP。 
6 (92/92) ニ 4.586-+3.654z 
を 得る ・ 故に 
る Co 寺 GiZー(4.586 二 3.654 >) と 
と 或いは 
Q5 .O 75 ./0“ ぞ の C。 王 4.586 ヶ , 3.654 (4.3) 

Sg - 和 綻 つ て (9g/92) に 及ぼ す 深 さ の 影響 は 僅か で 

ある ・ と に か く , 3.3), (3., (4.3) を 用 いて , (2.8) は 
三 0.005376 (4.4) 


と な つて , 結局 際 卓 値 と し て , Tab、3, Fig. 3, 4 を 得る ・ Fig. 4 に は Brown が 化 夏 的 
に 推定 し た 金属 相 の 重量 混合 比 が 比較 の 久 に 書い て ある 。Brown に よる と , 石 候 陣 石 中 の 


| Metal phase content 

内 Depth (km) | @①) (2) (3) 6 ERSBE 

0.00 33 3.320 3.320 3.320 0.000 

0.06 413 3.668 3. 827 | 3.643 0.041 

0.09 603 3.805 | 4.046 4.136 0.059 49 
0 必 794 3.920 4.244 4.480 0.076 は っ 
0.28 1808 - 4.460 245 らき 97 - 0 キィ 
0.44 2882 4.968 | 6.251 | 5. 645 0.201 

0.452 2900 5.009 6.289 | 5. 676 0.204 

Table 3. 


Density at various depths. 
(1 ) Continuous and homogenous model. 
(2 ) Critical values for the model with concentration yariation. 3 
(3 ) Ballenys distribution、(from his “Introduction to the Theory of 生ま 
Seismology ”, 218, (747) ). ド - 
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_ を 占め て いる か ら , 金属 相 を Fe と 6 
、 考え て も 殖 ど 誤り が な い 事 に な る .・ 


た FE さ * 


金属 相 に 於 て , Fe は 下 均 88.58%2 アア 


な お , 窒 度 分 布 が 決 れ ば (2.2) か ら う 
理 任 党 農 の 分 布 が 決 つ て 了 う . その 
結果 を Fig. 5 に 示す -(①.(⑫).3③) 
の 意味 は Fig. 3 の 場合 と 同じ で あ 


る ・, 310) に 衝 枯 し て | 基 全 皿 ” う O 


の 重量 混合 贅 を 計算 する と , 金属 相 
は 全 質 量 の 11.422 を 占め て いる 事 が 和 抽 る ・ 


7 の 


O 7 
7 の の O 2 の OO 230O 
Fig. 4 IMMetal phase content by weight. 
〇 MMetal phase by Brown. 
人 g Combined iron in silicate phase by 
Brown. 


Scg の いで 2 た まい 


ッ ・ の ・ う 


Fig.3 Density distribution. 


ンー 


Fig. 5 Distribution of"bulk modulus 
が and of rigidity み 


こと で, 金 性 相 の 分 布 に つい て も う 少 
し 考察 を 進め て みよ う ・. Fig.1 に みる よ 


うに 秋 測 事 賀 と し て ( 尋 /p) は 400~500 km の 深き さ で 異常 を 示す 。 今 の 場合 , 悪 積 混合 比 が 
深き に 翌 し て 直線 的 で ある と いう 優 定 を し た が , その 結果 は Fig.5 に みる よう に (7p). の 
異常 性 を 弾性 常 敷 に だ け お し つけ る こと に な つた ・ 上 鹿 が Brown の 結果 に よる と , 金属 相 は 
大 朋 深 さき と 共に 直線 的 に 増え る が , 石 の 相 に 化合 物 と し て 含ま れ て いる Te の 混合 比 は 400 
っ 500 km の 深 さ で 明 上 朋 な 異常 を た 示す の で ある ・. Fig.4 に Combined iron と 書い た の が 
それ で ある 。 この 事 宴 は , Fe と 共に 石 の 相 の 重要 な 構成 元素 で ある Mg に も 営 て は まる ・ 
その 原因 は 間 わ な いと し て も ゃ , 400<500 km の 深 さ で 化 學 的 に も 異常 が 見 られ る 事 は 注目 す 


本 き で あろ う ・ 我 の 模 型 で は , 此 の 事 を 考 具 し て な い が , 密度 分 布 の 方 に ゃ 影響 を 和 興 え る 事 


ーー 


は 確か で ある ・ 管 て }.D. Bernal⑤ は 地殻 を 構成 する 物質 の 多 形 韓 移 (Polymorphic tran- 


8 (8) 地球 の 殻 の 審 鹿 分 布 と 重い 物質 の 分 布 


sition) に よ つ て , そこ で の 物性 の 不 連 紋 を 説明 し ょ うと し た ・ この よ うに 物理 的 な 原因 と 
考え る 他 に , 化 學 的 に も 400<500 km の 不 婁 綾 居 が 考え を られ る 事 は 重要 と 思わ れる ・ 併 し 


混合 比 の 幾 化 と 弾性 常 淫 , 乃至 は 弾性 渋 速度 と の 開 係 を 理論 的 に 導く こと は 困難 な の で , 今 


の 虚 詳 論 は し な い ・ 
S5. 原子 比 CAtomic ratio ) 
$ 4 の 結論 を 原子 比 で 表わす こと は , 元素 分 布 を 議論 する 場合 に 必要 で ある ・ cs Fe 
で ある と し て , 地球 全 帆 で は 
7443, 王 36. 19・ 1026 gr. 
7r。= ニ 4. 65・ 10*%( 帝 ) 十 18.14・1079 ( 胡 ) 


ニョ ク ク 79H 10 49 
一 方 原 (分 ) 子 量 は 4s:=142, 4re 呈 56 な る 夏 (4s: は 岩石 の 企 均 分 子 量 を と る ), 原子 比 は 
( Wre/Ws)= テ (Mr。/.4r。)/(27s。/.4s。) ニ 1. 599 (5.1) 


と な る ・ 石 の 相 の 深 さ に よる 獲 化 を 考え た れ ば この 値 は もう少し 大 きく な る で あろ う ・ 之 に 笛 
し て Goldschmidt が 了 石 に つい て 得 た 値 は 0.89, Unsold が 太陽 大 人 気 に つ いて 分 光 學 的 
こ 得 た 都 測 値 は 2.7. Brown が 物理 化 學 的 に 地球 に つい て 推定 し た 値 は 1.7 と な つて いる 
際 ProKob な の RE 
うか ら , Mr。 の 値 は 地球 全 鶴 と し て 決 つ て し まい , 殻 と 欄 と に 肝 す る Fe。 の 分 配 を 獲 え て 
も (5.1) の 値 は 持 ら な い ・ ' 


終り に , この 研究 に 営 つ て 絶え ざる 御 指導 を 賜 わ つ た 坪井 忠 二 授 , 及び この 研究 の ロ 
を 奥 え られ 種 え 討論 を し て 下さ つた 竹内 均 博 士 に , 厚 厚く 御 初 を 申し 上 げ る 爽 第 で ある . な お , 
宇田 川 柴 作 君 は 一 部 の 計算 を 手 俺 つ て 下さ つた ・ 併せ て 感謝 の 意 を 表し た い 
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On the Travel of Seismic Waves from the Fukui Rarthquake of 
1948 and the Crustal Structure in Japan. 


R. YOSHIYAMA | 
Physical Institute, Faculty of Science, Kyushu University. 
(Received on May 25, 1951 ) 


Exarmining the seismological data for the Fukui Earthquake, June 28. 1948, the author ob- 
tained the travel-time curves of アア,P* and ア ,。 and determined the depth of the origin of 
ア -wave of the earthquake together with the layered structure of the eartb*s crust in Japan. 
he atter result does not agree with those obtained previously by other authors. he layers 


corresponding to ア and ア * were respectively found to be 35 km and 14 km ip thickness. 

1. 昭和 23 年 6 月 28 日 の 嗣 草 地震 の 走 時 曲線 に 就 い て は , 既に 遍 野 , 越川 , 草 上 三 氏 の 
調査 研究 が 獲 表 され , 震央 は 今 所 に な い 精 度 で きめ られ て いる ・ 張 い て その 差 を 単 げ て も , 
36*077V: 136"157 万 ), (36*08.6/ て 08.47W: 136"17.27 て 17.57 太 ), (36*08.15/ 土 0.0027 W: 
136*16.82/- 上 0.0197 の ), (36"097W: 136*137 太 ) の 4 に 包 ぎ な い が , 一 方 震源 の 深 さ に 基 い 
て , 越川 氏 は 第 1 報 で は 14 km, 昭和 24 年 11 月 の 本 會 講演 會 で は 約 20 km と 華 表 きれ 

と 様 に 記 憎 する が , 最近 の 艇 表 で は 33.03 土 0.11 km と 求め られ , 従 つて 最小 雲 央 距離 に 於 
いて 第 1 報 に は ア 小 が , 第 2 報 に 誰 い て は ア * 波 が 想定 され て いる ・ 之 に 肢 し て 井上 博士 
は , 雲 央 距離 150 km に 至る 所 見 掛け の 速度 5.5km/sec と な り , ア 洲 走 時 曲線 を 引く こ 
と も 出來 る と 逃 べ て 居る ・ 筆者 は 越川 氏 の 第 1 報 に 記さ れ た 震央 (36"087W: 136'177 友 ) と 
翻 測 結果 を 用 いて 走 時 曲線 を 署 き , それ を 震源 の 深 さ 約 30 km と きれ て いる 昭和 21 年 南 
海道 大 地震 の 第 1 波 の 走 時 曲線 , 及び 昭和 23 年 4 月 18 日 の 所 調 そ の 父 震 の 走 時 曲線 と 比 
し , その 結果 推 定 さ れる 欧 の 事柄 を 前 記 講 演 信 で 逃 べ て お いた ・ 多 ち (1) うぅ 地震 の 走 時 
曲線 は , それ ぞ れ の 涯 源 の 深き が 略 々 等 し いこ と を 示 し て いる ・ (2 ) 震央 距離 100 km 以 
内 の 走 時 曲線 は 僅か 2 貼 で は ある が 見 掛け の 速度 5.4 km/sec と な り , 震源 の 深 さ を 約 30 
km と すれ ば 眞 の 人 据 速 度 5 km/sec の 所 調 ア 波 に 由 る も の と し て も 矛盾 は な い ・( す 3) 
然し 号 =5km/sec の 訂 の 厚 さ は 35km と な つて 従 浴 の 敷 値 と 著しく 異 る ・ (まっ 9 
の 走 時 曲線 を 並べ て 見 る と 爽 第 に 衝 測 精度 が よく な つた こと が 明瞭 で , 見 掛け の 速度 7.5 一 
7.6 km/sec の 線 が 明確 と な り , 特に 嗣 井 地震 で は 之 に 土 1.6 sec の 巾 を 有 た せれ ば 守 央 距 
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離 100 km 以上 の 団 は 殆 ん ど 全 部 その 中 に 入 つ て 了 う ・ (5) 従 つて 6.2km/sec の 走 時 旧 
源 は 明瞭 で な く , 大 の 厚 さ は 約 15 km と 款 う 可 成り 小さ い 値 と な る ・(6) 但し 上 基 の 計算 
は 問題 に し て いる 波 が “一 和 路 に 邊 元 さ れる 震源 ” か ら 策 生 し た と する 優 定 の 下 に 行 は れ た < 
7 の 7 487 の 6/4 と 「 oo] 第 1 園 A は その 際 用 い 

2 o た 走 時 曲線 で 震央 距離 を 計 


相違 で 園 に は 殖 ん ど 現 われ 
な い の で ある が , 上 逃 の 紳 


れ た も の と し て , 河 角 博士 
の 表 に 奥 を られ て いる 稚 測 
所 の 緯度 と 共に 地 心 緯度 に 
換算 し , 次 の 式 を 用 いた . 
イ :ー9 の 75 十 COS の 。/COS の /9 ス 4 

Fijg. 1 ①=1.850 km) …・.C1) 

ここ に ブ は 震央 距離 を , 9e′ は 震央 と 和 枚 測 所 の 地 心 緯度 の 差 を , 94 は 同じ く 経 度 の 療 
を 。 何れ も “分” 旦 位 で 表わし た も の で , ey, の" は それ ぞ れ 震央 と 概 測 所 の 地 心 逢 度 で あ 
る ・ (1) 式 に よる 計算 の 精度 は 雲 央 距離 1000 km 以内 に 将 し て 容易 に 有効 散 字 3 桁 を 興 え 
る が , 暫 測 所 の 緯度 , 経度 が "分" 迄 奥 え らち られ て いる に 過ぎ な いか ら 近 降 離 の 精度 は それ ほ 
ど に は 堅め な い ・ 

2. 震央 に 近い 7 団 , 金澤 , 教 賀 , 岐阜 , 富山 , 彦根 , 伊吹 山 , 高 出 を と つて , 越 川 , 廣 
野 , 井上 三 氏 に よる 3 つの 震央 , 即ち (1) (36*087W, 136*177), (2 ) (36"07/W。 136* 
157 が の), (3 ) (367097, 136* 137 だ ) に 肌 す る 震央 距離 を 第 1 表 に 示す . 尾 測 昧 に は 各 園 と 
も , 順 炊 に , 遍 野 , 越川 両氏 の も の と 共通 の 番 味 を つけ て お く ・ 

この 内 , 富山 の 紳 度 は 本 多 博士 著 「 地 震 克 概 要 」 と 理科 年 表 に は 36*427 と な つて いる の で 
前 回 は それ に 依 つ た が , 前 記 河 角 博 士 の 表 と 是 .O. Wood 氏 の 表 に は 36*417 と ぁ る . 圭 
央 距離 も “分” の 端 肖 は 軟 際 は 無 意 味 で ある が 参考 迄 に 記す . 策 恩 時 7 ( 秒 以 下 だ け 記 す ) 
と 初期 微動 織 績 時 間 < は 前 所 の 報告 か ら 還 載 し た も の で ある < 

第 園 に も 明か で ある 様 に , 金澤 (1) と 教 賀 2②) は , 4, 7, < を 殆 ん ど 等 し くし て ひと か 
た まり と な り , 又 岐 阜 ③) 富山 (④ 彦根 (5) の 3 冊 が ひと か た まり と な つて いる . 金澤 , 敦 
賀 の 2 還 だ け は に つい て 云え ば 固 央 (1) だ けが 順 営 で , 他 は 走 時 と 震央 距離 と の 開 係 が 送 で あ 


算 す る に 営 つ て は , 僅か の 


度 は 地理 學 的 緯度 が 奥 え ら 
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る . 伊吹 6) と 高山 (7) の 2 軒 は 震央 を 何れ の 3 参 定 し て も , 我々 が 一 般 に 予想 する 示 


時 曲線 の 傾向 か ら 離 れ , 又 後 に 逃 べ る 理由 か ら も 約 5 秒 の 才 測 誤差 (多分 時 計 が 進ん で いた . 


か , time-mark か ら 科 動 迄 の 長 さ の 測定 誤差 の 忌 め と 思わ れる ) が ある らし く 思 われ る の 
で 一 鷹 除外 し て 計算 する ・ 走 時 曲線 の 賠 に 於 いて , 岐阜 , 富山 , 彦根 の 3 虹 が 形成 する 三角 
形 の 面積 を 求め て 見 る と , (①, (②), (3) の 震 央 に 肝 し て それ ぞ れ 5.9 km・sec, 9.7 km・ 
Sec,6.8 km・sec, と な り , 震央 (1) に 習 す る も の が 最小 で , 上 逃 の 7 要 測 略 に 開 す る 限り 震 
央 (1) (367087W, 136"177 太 ) が 最も 節 営 と 考え られ る ・ 


3. 欧 に 震央 距離 と 初期 後 動 終 績 時 間 と の 開 係 は 第 1. 園 B の 如く , 上 逃 7 帳 は 暗 ス 直線 


上 に 並び , 測 値 は 何れ も 適 営 な も の と 思わ れる ・ 伊吹 , 高山 は 僅か で は ある が , 第 1 園 A 
の 走 時 曲線 に 於 ける と 同様, 他 の 5 征 に 比べ る と 下 押 直線 か ら 外 れ て いる ・ 然し 第 1 較 A の 
様 に 下 走 計 曲 線 の 一 方 に 偏在 し て いる の で は 上 で "TEFUKUI EARTHo- 

な く , 此 の 場合 在 均 直線 は 明か に 2 踊 の 中 間 を 
足 い て いる か ら , 震央 を 動か し て ダー ブ , プー っ / 
際 曲 線 に 於 ける 7 落 を 都合 よく 下 滑 上 曲線 の 上 に 
並べ る こと と は 出来 な い ・ 第 2 圏 は アーz の 関係  // 
を 示す ・ 此 の 且 係 は 多く の 著者 に 指摘 きれ て い 
る 様 に p/PS が 一 定 な ら ば 直線 と な り ,( 此 の 


/32203 グ 2 の /2 婦 
値 が 深き と 共に 不 連 的 に 導 化 し て いる な ら Fig. 2 
ば , 折れ 曲 つ た 敷 本 の 直線 と な る ) その 項 圭 時 (7) 軸 に 肝 す る 傾き は 丈 の 式 で 和典 え られ る , 
2 の 0) こる ンス (2 ) 


ア p/ ア Ps が 深き と 共に 不 連 縫 的 に 姓 化 し て いる 場合 は 少し 複 で , 種々 の ア 相 及 びき 相 の 組 
合せ に よ つ て 異 る ・(PzjYPs) を (5.0: 3.0) km/sec, (6.2: 3.7) km/sec と すれ ば (2) の 
値 は それ ぞ れ 0.67, 0.68 と な り , California に 太 い て Gutenberg 教授 等 が 求め て いる 値 


Table 1 

w() | の) | 4 (分 ) 2(km) 2 

地理 緯度 | 地 心 緯度 | (1) (2) (3)1 (1) (2) (3) (sec) (sec) 
寺澤 | 36 32/ | 36 21/ | 136*_39/ | 29.9 31.6 31.7 | 55.3 58.4 58.6.| 37.3。 822 
の 9 質 記 35 139 3 28 136、 0 (|、30.9。 29:4. 30.9] 9722 54.4 57.2.1.39。5N825 
3. 上 岐阜 | 35 24 25 343 1436 46 | 49.9' 49.8. 52.4 1 92.3 92.1 96.9 1 45: よ 1239 
る oe 全 0 周 3! 20 表 30 | 19412 | 55.3 57.2 57.4 102.3 1058J1068246 訴 計 介 9 
5. 記 根 | 35 16 35。 05 |」136 15 |52.0 51.053.0 | 96.2 94.4 98. 生 | 46.7 13,1 
6. 伊吹 山 | 35 23 35 12 |136 23 | 45.3 44.5 46.7 | 83.8 82.3 86.4 | 48。2 10.9 
7。 高山 」 36 09 SDo6 還 137 5 四 ド 4639 目 4355 50:2 | 86. て 897 92.9 ョ 49 凍 還 』289 


ル 
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(5.5: 3.25) km/sec を と れ ば 0.69 と な る ・ 筆者 の 深 策 地震 の 調査 で は , Mohoroviie 
の 不 連 貫 面 か ら 内 部 400 km 位 迄 は 0.78 と な つて いる ・ 印 ち 地表 近く に 於 ける 0.67 を 最 
小 値 と し て Pp の 大 いさ と 共に 増加 する 傾向 が 見 られ る ・ 第 2 圏 の 直線 は 金澤 , 教 賀 の 中 逢 
(38.4 sec, 8.3 sec) と 岐阜 , 富山 , 彦根 の 重心 (46.0 sec, 13.33 sec) と を 結 な も の で , 

' gz/27=5.0/7.6=0.66 OLK Va の 2 作 1 
ェ ー0 と な る 7 の 値 , 77。/=25.8 sec. と な る ・ (③) の 値 は 改 測 値 が 0.1sec 迄 し か 奥 え られ 
て いな い 事 を 考え る と , 和 期 され た 0.67 に 非常 に よく 一 致し て いる と 球 え る ・ 双 之 が 0.67 
に な る 様 に 直線 を と つて も ぉ も , ア 7// は せい ぜ い 0.2-0.3sec 大 きく ( 層 く ) な る に 過ぎ な い ・ 

伊吹 , 高山 の r の 値 ! は 第 1 面 B か ら 周 え 委 営 と 思わ れる こ と は に た 逃 べ た 通り で ある が , 
第 2 賠 に 於 いて , 之 等 2 帳 を 上 逃 の 直線 上 に の せる に は 何れ も 贅 固 時 を 約 5sec 早く すれ ば 
よく , 又 そ うす れ ば 前 に も 逃 べ た 様 に , 第 1 園 人 に 六 い て も 之 等 2 葉 が 他 の 軒 か ら 想像 され 
る 走 時 曲線 上 に 来る と と に な つて 非常 に 都合 が よい ・ 第 1 園 A, 第 2 園 に 於 いて 之 等 2 申 の 
績 震 時 に 優 り に 5.0sec の 補正 と を し て (⑥) (7) と し て 示し て お く ・ 

猫 第 2 園 に 於 いて 7 央 以外 の 観測 由 は ア * 或 は ア 。 波 の 走 時 曲線 に 相 営 する 踊 で も る こと 
も 考え を られ る の で ある か ら 必 し も ゃ 上記 直線 の 延長 上 に 涼 る と は 限ら ちな い ・ 

4. 第 1 賠 人 に 於 いて 金澤 , 教 賀 の 中 踊 (56.2 km, 38.4sec) と 岐阜 , 富山 , 彰 根 の 重 
心 (96.9 km, 46.0 sec) と を 結 直 線 か ら 求め られ る 見 掛け の 速度 ア =5.35 km/sec を , 
之 等 2 年 の 中 間 距 離 , 即ち ノニ 76.6 km* に 於 ける 見 掛け の 速度 と し て 今後 の 計算 を 進め る ・ 

走 時 曲線 の 理論 に よれ ば , 震央 距離 2 に 於 ける 見 掛け の 俸 据 速 度 を と ア , その 昧 に 現われ 
る 居 波 吉 が 震源 に 欠い て 鉛直 線 と な す 角 を も その 波 の 皿 の 俺 播 速度 の 固 源 に 失 け る 値 を 
必 と すれ ば 爽 の 開 係 式 が 成立 する , 

アニ 坊 /sins, こん も 0 YE こま | 8 各 Pe わ を (4) 
但し ん は 震源 の 深き と し , 等 貌 は ア が 一 定 の 場合 , 不 等 編 は が 地表 近く で 小さき く な つて 
いる 場合 で ある ・ 徒 つ て 寺 源 の 深き は まだ 決 つ て いな い が , そ れ が PpS5.35 km/sec の と こ 
ろ に ある こと は 明 で ある ・ こ と こ で 優 定 が 必要 で ある ・. 即 ち , 勿論 5< ア p ミ 5.35 km/sec で ある 
様 な 深き が 無い と は 到 え な い が , 若 し 地 殻 を 2 計 に 分 ける と すれ ば 日 本 で は アァ =5 km/sec 


の も の と リ p=6.1 へ 6.2 km/sec の も の だ けが 考え られ て いる 様 で ある か ら , 震源 を 17 学 才 


5ikm/sec 暦 の 中 に 考え を る と と に する 、 イ =76.6 km に け る 了 ア =5.35 km/sec で ある こと 
か ら CoSecs 三 1.07, ヵ 三 29.2 km が 得 ら れる ・ 若 し 震源 か ら 上 の 方 で 一 様 に アニ 5 km/sec 
- で ある な ら ば , ん ニ 29.2 km で あつ て , 更に (=56.2 km, ア =38.4 sec) を 用 いて , 震源 


ーー ここ ーー ニー 
* 2 器 .( ニ 56.2 km,。 2。=96.9 km) の 算術 下 均 を と つた が , 何 座 電 (73。7 km) を と る の が 合 
理 的 で ある ・ 此 の 逢 め 以下 の 計算 で は 震源 の 深き が 422 ほ ど 深 見 積 ら わる こと に な る . 
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に 於 ける 殺 震 時 7。 ニ 25.7 sec が 得 ち れる. 」 [ 
' 9. 区 に 地表 に ア の 値 が 小さ い 表 面 計 が 存在 する 場合 の 補正 を 考え る : 此 の 場合 震源 の 
深き を その まま に 置け ば 見 掛け の 速度 了 =5.35 km/sec を 奥 え る 震 波 泊 は 屈折 の 尽 め に 
76.6km より も 94 だ け 小 さと 震央 距離 の 帖 に 現われ る . それ を 補う 居 め に は 震源 を 9% だ 「 


け 深 くせ ね ば な ら ぬ ・ 表面 居 の 厚 さ を 妃 km, その 中 の 波 の 信 擬 速度 を P ア ' と すれ ば , 第 3 
園 に 示す 如く , 94= ニ (tans 一 tan7)  ] 
2 5 
ーー /6・6 一 一 sin 5=sin 7/ ) 4 


但し ? は 此 の 場合 前 逃 の 通り 震 源 に 於 いて ア =5.35 km/sec 
を 興 え る 回 波線 が 鉛直 線 と な す 角 で , cosecz=1.07, 約 は 
5 km/Sec 記 と 表面 麻 と の 境界 面 に 誰 け る この 園 波 線 の 届 折 
角 と する 94 と 9% は 簡 箇 な 半 何 存 的 開 係 か ら 
9 ヵ / ガ =ー94/ 万 tan ? ニ 1 一 tan27/tan? (6) 

⑤), (⑥) 及び cosec?=1.07 か ら 万 に 肝 す る 9% を 求め る 
こと が 出來 る ・ 種 え の 7 の 大 いさ に 肝 す る 互 の 厚 さ 1km 
に 就き , 9%4 の 大 いさ を km 昌 位 で 第 4 圏 に 示す . の =3 
km/sec, 2 km/sec, 1 km/sec に 須 し て それ ぞ れ 9 ヵ =0.74, 0.85, 0.93 km と な る 。 本 
と P/ の 値 に 就 い て 考え る に , 局部 的 に は , 種 ス 々 の 組合 せ が 考え を られ る で あろ う が , 諸 所 に 
於 ける 地震 探 鏡 の 結果 , 特に 京都 大 移 佐 々 博士 等 に よる 嘱 井 , 鳥取 , 名 古屋 , 京都 , 高知 等 
に 於 ける 地震 探 鐘 の 結果 と 地震 波 の 波長 を 併せ 考慮 に 入れ る と , 普遍 的 な も の と し て は 
=2<3 km/sec, 刀 =1km 位 に と れ ば 十分 な の で は な いか と 思う ・ 

上 逃 の 如く 表面 大 が 存 在 し , 又 そ の 居 め に 震源 を 深く と ら ね ば な ら な いと すれ ば , 震源 に 


和 を: 於 ける 獲 震 時 7。 は 前 に 求め た も の より $ 早 
ング ンプ く な けれ ば な ら な い . その 拳 27。 と 9 牙 
和 6 は 万 と の 開 係 は 厳密 に 云え ば 簡 澤 な 形 で は 

4 677 4 々 み 4ec な い ・. 何故 な れ ば , ノニ 56.2 km 及び 96.9 
9 km こ 於 ける 殺 城 時 が 者 測 さ きれ て いる の で 
4 .8 ある か ら , 典 密 に 云え ば この 何れ か に 現われ 

9 る 震 波 線 を 定め , 走 時 を 計算 し て , それ と 上 
6 こ 計算 し た 表面 暦 の な い 場合 の 走 時 と の 差 を 


と れ ば , それ が 97'。 に 等 し く な る わけ で ある 
が , =76.6 km に 現われ る 恩 波 線 を 定め る 
と き と 異 り , 見 掛け の 速度 が 興 え られ て いな 
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い の で , その 計算 が 簡 旦 で な いか ら で あ る ・ 
然し 年 ち 十 分 に 必要 な 精度 を 保つ て 次 の 近似 計算 に よ つ て 97。 と 万 と の 開 係 を 求め る 
こと が 出來 る ・ 即ち 震源 の 深 さ を 甚 だ し く 化 させ れ ば 走 時 曲線 の 曲 簡 が 迫 化 する た め , そ 


の 爾 端 を (56.2 km, 38.4sec), (96.9 km, 46.0sec) と 押え て も その 中 間 は 一 致し な い - 


が , 今 我々 が 考え て いる 程度 の 深 さ の 胡 化 で 生ずる =56.2~96.9 km に 於 ける 走 時 曲線 の 
曲 座 の , 或 は 形 の 婦 化 を 無 覗 すれ ば 2=76.6km に 於 ける 走 時 の 違い (表面 居 が ある 場合 と 
な いい 場合 の ) を 以 て =56.2 km 戒 は 96.9km に 座 け る 造 い , 即ち 97。 に 等 し いと お く 
還っ この PIN に 伏 れ ば , 
ww-cPes の o-emWgr0) 1 
sin25 ニ sin の 7。Cosec? 三 1.07。 ) 
に よ つ て 簡 澤 に (87。/Z7) sec/km が 求め られ る ・。 万 =1 km に 騰 す る 97。 を =3 km/sec, 
2 km/sec, 1 km/sec に 就 い て 計算 する と , それ ぞ れ 0.26 sec, 0.45 sec,0.98 sec と な る <. 
猫 =3 km/sec の 場合 に 就 い て , =56.2 km に 於 ける 策 恩 時 を 押え て 計算 すれ ば 9 ダ 。 
=ー0.25sec と な り , 近似 計算 に よる 誤差 は 宴 際 に は 0.005 sec の 包 大 評 全 に すぎ ぬ 。 怒 
デ 1 km/sec の 時 に は . 97。=0.98sec と な り 再 び 殖 ん ど 一 致す る ・ 7 が 非常 に 小さ いと 走 時 
融 線 の 曲 季 は 結局 , 表面 佑 が な い 場 合 に 近づく か ら で あ る ・ 97。 の 大 いさ も 第 4 園 に 示す ・ 
ウー3 km/sec, ガー1km と すれ ば , 震源 に 於 ける 策 震 時 7。=7h 13m 25.4s と な り , 


_ 侍 源 域 の 大 いさ は ア 波 の 走 時 に し て , 秒 の 端数 乃至 1 秘 位 の 大 いさ に 求め らち れる ・ 震源 の 


深き 約 30km*※ と な る ・ 

6. 上 渋 の 所 詩 ど 走 叶 曲 線 に 貫く 部 分 の 決定 を 試み る . 本 に 小 べ た 様 に 7.5~7.6 km/sec 
の 線 に 土 1.6sec の 幅 と を も た せる と 宮津 (ガニ 118 km)' か ら 山 形 (=431 km) に 至る 殆 ん 
ど 全 都 の 同 が その 中 に 入る ・ 幸 清 度 の こと を 考え る と , 少く と も この 地震 と その 衝 測 精 訂 
を 同じ くす る 他 の 地震 の 走 時 曲線 を 併せ 調査 せ ね ば , 筆者 の 手許 に ある 秦 料 だ け で は , それ 以 
上 の こと を う こと は 困難 に 思わ れる の で , ここ に は 6.2 km/sec の 線 が ある と すれ ば それ 
を ど と に 引く こと が 出來 る か を 探し て 見 る . 計算 の 1 つの 標準 と し て 最小 二乗 法 を 用 いた 。 

井山, 彦根 , 名 古屋 か ら 松 本 に 至る 全部 の 民 測 蝶 9 で 見 掛け の 速度 を きめ る と 5.38 km/sec 


と な つて 死 想 の も の に 達し な い ・ 松本 を 除い て 8 中 で きめ る と 6.22 km/sec の 泊 が 求まる . 従 


涼 * 波 の 速度 と し て は 6.1<6.2 km/sec, 越川 氏 は 本 地震 に 翌 し て 第 1 報 で 6.2 km/sec, 
第 2 報 で は 6.1 km/sec と 求め て 居 ら れる の で 筆者 は 之 等 の 卒 均 と し て 6.17 km/sec を 
を 波 の 速度 と し , 上 記 9 貼 か ら 菊 式 を その 走 時 曲線 と し て 計算 を 進め て 見 た ・ 


* 詳し く 芯 うと 地表 押 忌 の 影響 と 逆 方 向 に 約 1 km 過大 評 信 に な る 素因 が ある と と を 前 脚 夫 に 底 べ 
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「 し 2 SE た (8@) 
こと に アデ は 13m0Os を 零 線 と し て 測 つ た 時 和 を 秒 で 窒 わ し た も の で ある 。 


固 源 か ら 此 の 6.17 km/sec 慎 の 表面 所 の 深き を 9(km) と すれ ば , 之 は , 震源 の 深き と 共 
こ , 侵 定 せら れる 地表 面 居 の 厚 さ 万 : を その 中 の 速度 P の 大 いき に 左右 きれる, その 式 は 
旨 29 テ 188 一 6.17(7。-97。))tan 一 (29.2 二 9 一 万 )-- 互 tanacotg 。 ……… (9 ) 

を てこ に 2 で は.S を に 求め た 725.73 sec, 97。 は (7⑦) で 求め られ る 地表 面 居 に と る の 。 


の 導 化 量 , 94 は (⑥) で 求め られ る 地表 面 居 に よる 震源 の 深 さ の 獲 化 量 , 万 は 上 逃 の 如く 地 
| 表面 大 の 厚 さ , 又 そ の 中 の 球 度 を " と すれ ば , sin 全 =5.06.17, sin。=/6.17, (9) は 
| 精 局 , 9=5.6-w, の 形 と な り , @w は アア の 函数 で ある が , 第 4 園 に 示す 如く , 区 =0 及 
び 5 km/sec ~ で は 何れ も る 0, アニ 4.3 km/sec の 時 最大 値 約 0.02 km/km を と る に すぎ な 
て か ら , 須 源 の 深 さ は 侵 定 する 地表 面 居 の 存在 に 影響 され る が , その 震源 か ら 5 km/sec 居 
』。 と 6.17km/sec 眉 の 境界 面 和 所 の 深き は 殆 ん ど 影 響 さ れず , 約 5.6 km と な る , 従 つ て 
= 5km/sec 居 の 厚 さ は 35km ょ より は 少し 小さ きい 程 度 に 求め られ る ・ 
此 の 敷 値 は (8⑧) 式 の 優 定 を 鍛え れ ば 獲 わ る 地表 層 が な い (=0) と し て , 上 記 9。= 
5.6 km な る 敷 値 が どの 程度 疾 る か を 調べ る ・ 一 般 に ぼ - 走 時 曲線 の 枝 は フェ アア ー8 と ゎ 
く こ と が 出來 る . (9⑨) に 就 いて 刀 =0 と すれ ば, 
29。 ニ [225.73 アア ] tanー29.2。 sin 全 =5.0 ーー  ……… 0) 
アニ 6.0, 6.1, 6.2 km/sec に 翌 し て 8=175~200 km の 範囲 に 欧 い て 9。 を 計算 し て 第 5 
彫 ( 資 線 ) に 示す . 勿論 9%。<0 の 範 園 は 無 意 味 で ある ・ 問題 は 』 が どの 様 な 値 を と と る か で 
ある が , ア を 走 時 曲線 上 の 1 躍 を 押え れ ば は 優 定 さ れ た の 値 に よ つ て 定まる ・。 例え ば 
富山 , 彦根 の 中 彼 (46.45 sec, 99.25 km) を 押え る と =46.45 アー99.25 と な る 。 胞 ち 
攻 5 上 記 の 値 に 持 し て それ ぞ れ 8=179.5, 184.1, 188.7 km 
と な る 。 従 つて ア =6.0, 6.1, 6.2 km/sec それ ぞ れ に 天 し 
て 2。 の 値 が 定まる ・. 第 5 圏 に は それ 等 の 値 を 舌 泊 で 結ん で 
示し て ある ・ 勿論 富山 , 彦根 の 中 中 を 押 を る こと に は 格別 の 
_ 根 搬 が ある わけ で は な いか ら , この 悪 線 は 式 る 範 弄 動 き , 交 
/ 坊 6 / 伯 り に 依 つ て 9。 ME 
Pig.5 7. 区 に ア 。 走 時 曲線 の 部分 を , 宮津 ( ガ =118 km) か ら 山 
形 (=430 km) 迄 の 内 , 前 橋 (32), 新潟 (40), 東京 (42) の 3 箕 を 除い て ,38 の 首 測 還 で きめ る ・ 
730822202683637 ッ デー スーン 25e 10) 
が 得 ら ちら れる. は (8) に 太 け る と 同様 に 13m を 零 線 に し, 秒 で 測 つ た 走 時 で ある ・ イニ 
350.km の 富 崎 迄 の 29 昧 で きめ る と , 


IO て 


.16 (16) 、 訪 井 地震 の 走 時 曲線 と 地殻 構造 


=7.56 アー260.0 


と な る . (10) を 採用 し て 6.17 km/sec 圧 の 厚 さ を 求め る と 約 16 km, (11) を 採用 し て 


6.17 km/sec 記 の 厚 さ を きめ る と 13.8 km と な る 。 印 ち 7.5 km/Ssec 面 の 地表 か ら の 深き 
は 通 計 約 50 km と な つて 従 來 銘 想 きれ て いた も の に 上 々 一 致す る が , ア 居 と ど * 居 の 厚 き 
の 開 係 は 一 致し な い ・ \s 

猫 (11) 式 の 29 測 時 に 翌 す る 偏差 の 二乗 の 絶 和 は , 2165. 76 kmz, 1 つの 牧 測 稀 に 鞭 
する 卒 均 誤 差 は , 土 8.8 km ( 呈 土 1.2 sec) と な つて 近 息 通り で ある 。 勿論 直線 の 幅 は 更に 
29 で 除 し て , 約 土 1.6km と し て よい で あろ う ・(11) 式 を 用 いた 場合 の , 各 六 測 箕 の 偏 
差 (震央 距離 に 就 いて obs.-cal. ど と り , 賠 示 の 都合 上 scale を その 3 乗 根 に 比例 する 様 
に し て ある ) と その 婁 測 貼 の 震央 か ら 見 た 方 位 角 と の 開 係 を 第 1 面 C に 示す ・ 

8. 同じ 震央 を 用 いて いる に も ゃ 拘ら ず , 越川 氏 の 求め た , 7/ー7h 13m 29.18, 7。 ニ 7 h 
13 m 26.7 s と は 1sec 以上 の 差 が 生じ た . その 最大 の 原因 は , 敷 字 が 和 げ られ て 居 ら な い 
の で 明か で は な い が , 同氏 論文 の 附 園 に 現われ た と ころ か ら 考 える に , 金澤 の 堆 測 を 控 用 す 
る か 信 か に ある らし く 思 われ る ・ 震央 距離 を 殆 ん ど 等 し くす る 金澤 , 敦賀 の 2 周 に 於 ける 堆 
測 結果 は 製 測 譜 差 の 範 園内 で 非常 に よく 一 致し , 筆者 と し て は 之 等 2 路 の 何れ に 就 いて も 他 
に 比べ て 無 覗 せ ね ば な ら め ぬ 理 由 を 績 見 し 得 な か つた ・ 然 も 走 時 曲線 の 解析 上 最も 重要 な 距離 
に ある 釧 め ゆえ, 之 等 を 同等 に 控 用 し て 計算 を 試み た ・ 

然し , 結局 , どの 様 な 計算 方 法 を と ろう と も , 走 時 曲線 だ け で は 震源 の 深き と 地殻 構造 と 
を 同時 に 定め る こと が 出来 な いこ と は 走 時 曲線 の 理論 に 明か で ある . その 上 , 4 ニ 56.2 km 
96.9 km の 聞 に は 1 つの 節 測 農 も な く , 敷 少 く な い 親 測 箕 に 更に 拍 測 差 , 地域 偏差 を 考え 
ね ば な ら ぬ と すれ ば , 任意 常 敷 は 増す ば か り で , 解 は 殆 ん ど 無 敷 に ある と 云 つ て よい 5 上 記 
筆者 の 解 は 或 は 最も 秋 営 で な い 部 類 に 入る か も 知れ な い が , それ で も , 成る べく 多く の 翻 測 
結果 を 用 い , 又 少 く と も 計算 に は 自己 挿 着 が な い 様 に 努め て , 得 ら れ た 結果 の 1 つ で は あ 
る . 従 つ て 若 し 他 の 方 面 か ら 確 め られ る , 例え ば 各層 の 厚 さ 等 が 著しく 異 る と すれ ば , 人 興味 
ある こと で , 又 改 め て 計算 の 吟味 , 震源 を “1 皿 に 下 元 さ れる 震源 ” と し た 優 定 が 稀 営 で あ 
MRSSRGGG 感 の 8 
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建築 物 の 設計 震度 に 就 て 


下 設 省 建 築 研究 所 竹 山 譲 三郎 


(昭和 26 年 6 月 5 日 受理 ) 


Seismic Factors for Structural Desisn of 
Buildinesin Japan. 


5 民 . TAEEYAMA 
Architectural Research Institute, Ministry of Construction 
(Received June 5, 1951) 


Seismnic factors for structural design of buildings relating to geological ground COO 
were recentIy prescribed by Building Code in Japan. The map in the text shows the 
reduction coe 仙 cient to be multiplied to the basic seismic factor, 0.2 in .every prefecture 
in Japan. The table indicated the reduction coeficient for each kind of structure (Wooden 
bldg、 Steel bldg. Reinforced-concrete bldg. and Masonry bldg. from the left to the right 
column) and of geological ground condition (from the 1 st. to the 4 th). 

前 置き 
建 築 物 の 耐震 設計 を する の に 因 度 0.1 に 相 営 する 静 的 水 力 を 建物 の 各階 球面 に 加え る 方 

法 は 開 東 震 災 の 後 大 正 14 年 に 市 街 地 建 築 物 法 施行 規則 と し て 擦 用 され, その後 最近 迄 専ら 

eo 
し て 荷重 久 は 外力 は 通常 了 想 され る 最大 限 , 材料 等 の 許容 應 力 度 は 降伏 骨 束 は 之 に 相 営 する 
値 を 探る こと と と な つた . この 結果 と し て 許容 應 力 度 は 在 夫 慣 用 し て 居 た 値 の 略 2 倍 を 探る と 
と と な つた が :, 建築 物 設計 用 の 水 正 震 度 の 「 通 常 起 り 得 る 最大 限 」 に 就 て は 適 礁 な 値 が 定め 
得 ら ちら れ な いま ま に 一 鷹 在 來 慣用 の 0.1 と いう 値 を 許容 應 力 度 と 同じ 比 座 で 2 倍 し て 0.2 と い 
う 値 に 定め られ た . 之 の と と は 戦後 公布 きれ た 建築 基準 法 施行 令 に 定め られ て 居る が , 結局 
建築 物 は 震度 0.2 に 相 営 する 静 的 水生 が 加 つ た と き ほ ぼ ば ぎりぎり の 耐力 を 持つ て 届 れ ば 良 
いと いう 主旨 は 現在 迄 略 30 年 間 建 築 見 で を の まま 踏 豚 され て 洲 た も の と 見 る こと が 出 浴 る ・ 
以上 の 様 な 区 第 で 現在 迄 建築 物 は 全 國 一 様 に , 鐵 筋 テン クリ ー ト 木造 等 の 構造 種別 の 如何 
を 開 は ず 0.2 と いう 震度 を 肌 象 と し て 設計 され て 來 た . 所 が 一 方 我 國 の 九州 や 北海 道 で は 地 
震 の 危険 度 が 本 州 の 中 央 都 と は 比較 に な ら な い 程 少 い と と も 多年 の 経験 か ら も 感 ぜ で られる. 
駐 累 次 の 震 災 で , 同じ 地方 で も 地盤 の 種類 に よ つ て 建物 の 第 害 に 大差 が ある こと も 明 に な つ 
て 來 て 居る た め , 建築 物 の 設計 震度 を あら ゆる 場合 一 様 に 探る こと は 今日 と し て は 人 鈴 り に も 
大 雑 把 過ぎ る と 考え られ , 震度 を 減ら せる も の な ら ば 少し で も これ を 減ら し て 建物 の 経済 化 


は 常識 的 に は 誰 し も 考え 


と 


0 | 信和 和 の 時 に 疲 て 。 


を 間 り , 少 要 な ら ば 岩 度 を 埼 し , 要する に 設計 須 度 を 今 少し 合理 化し 族 い と いう 下 学 も 特に 
直後 に 誰 て 環 く 起 つて 米 た 。 区 に 個 れ た 建 和 基 施行 信 で も この 機 な こと を 孝 護 し て , 霞 
度 を 閣 浅 し 得る こと が 抽象 的 に 書い て ある が , 扱 こ の 増 滅 の 数 値 を 具 問 的 に 定め る と な る と 
ここ で 閥 多 の 問 間 が 坦 つて 沙 る 革 滞 で は 25 年 の 共 。 天地 二 究 所 大 防 1 
研 究 所 , 大 阪 市 大 基 他 理 抑 方 面 の 研究 者 の 方 えと 建築 方 面 の 研究 者 で 委員 剣 を 構成 し て 研 1 
和 を 重ね た 結果 , よう や く 成 案 を 得 建 設 大 区 の 董 示 と し て 殺 表 され る 運び と な つた . 私 は そ 
の 委員 會 の 世話 役 を し た 開 係 上 , その 内 容 と この 結論 迄 に 到 つ た 各種 の 考え 方 を 紹介 し て 科 引 
参考 に 供し 度 い と 思う . い 陸 す 「 
壮 し この 設計 各 度 の 問題 は 本 造 の 経済 上 重大 な 開 係 が ある に 拘ら ず , 一 つ に は 丁度 理 
人 に ある た め 今日 所 放置 され て 洲 た の で ある が . 今回 の 機 合 に 理 訂 方 面 の 研究 
莉 の 方 か ら 進 ん で この 境界 城 に 足 み 込ん で いた だ いた た め , その 義正 の 相 営 部 分 を 楽 ぎ 得 た 
と と は 誠に 感謝 に 堪え な い . 面 類 構 造 部 円 で は この 他 多 数 の 自 玩具 が 葉 き れ て 居る の で . 
これ を 機 會 に 理 移 方 面 の ・ 
方 の 事 部 門 へ の 一 居 の 
御 協力 を お 願い し 度 <, 
「 地震 」 編 要 員 の ぉ 需 
め に より 飛 て 筆 を 執 つた 
菊 第 で ある . 
_ 地域 と 震度 の 比率 
沈 に も 記し た 様 に 地震 
の 危険 度 が 我 國 の 各地 方 


で 違い を そう だ と いう こと 


て 居 た と ころ で ある が , 


扱 これ を 内 嶋 的 に 表現 す 
る と いう 段 に な る と , 剖 


術 的 の 問題 だ は で な し に 
多分 に 行政 的 の 考慮 が 加 
る た め , と の 問題 に 就 て 
は 最も 多く の 議論 が 闘わ 
され た . 光 ず その 結論 を 
右 に 圏 示 する . 
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還 は 地 休 の 和信 の 事 いう 形 で 現し た る の で 例え ば 甲 地 工 輝 奈 有 川 著 で a と 


いう 設計 震度 を 探る な ら ば , 内 地 基 刀 州 (の 同一 地 毅 に ある 同一 建物 ) で は 0.8a と い ぅ 設 


計 震 度 を 探る と と と な つて 居る . 

この 方 法 の 根本 と な つた も の は 東大 地震 研究 所 か ら 提 出さ れ た 河 角 記 博 士 の 研究 結果 D で , 
原案 と し て は 同 研 究 で 100 年 旧 に 200 gal 以上 の 地震 が 1 同 起 る 確率 の ある 地域 と 100 gal 
以上 1 回 の 地域 を 抑え 全 囲 を 三 つ の 地域 に 分 け , 設計 震度 の 値 に 差 を つけ る こと に より 地震 
危険 度 の 違い を 具 酷 的 に 表す と いう 案 で あつ た . 

この 原案 に 笛 し て 種 え の 議論 が 提出 され た が , 区 ず 第 一 に 「 通 去 に 於 て 破 隙 約 地 恩 の あつ 
た 地方 は 前 記 の 昔 方 法 で は 例え 危 陣 度 が 低く 出 て も 設 % 計 震度 と し て は 大 き な 値 を 探 ら な け 
れ ば な ら な い 」 と いう 読 で も つて , 例え ば 訪 草 以西 の 日 本 海岸 治 の 地帯 は まさ に この 例 と な 


る . 更に 「 所 調 地 震 和 に 局 す る 地域 に 肘 し て も 震度 は 大 は 大 きく 考 を える べき で , 例え ば 新潟 秋田 


等 の 内 仙 地 震 杜 に 局 する 地域 。 式 は 婦 滞 戸 内 海 地震 淀 の 通る 別府 か ら 島 原 に か け て の 泊 等 は 
別 の 扱 と を し な けれ ば ならない 」 と いう の で ある . これ に 習 し て ,「 我 藻 の 日 本 海 側 は 有名 な 


多 寺地 方 で 多 期 積雪 も 永い か ら , 屋上 に 積 圭 が ある と き 地 震 が 起 る こと も 考え て 計算 し な け 


れ ば な ら な い . そう する と 計算 の 結果 は 相 営 大 き な 刻 面 の 骨組 と し な けれ ば な ら な いか ら , 
経済 的 に 和 到底 成り 立た な い 場 合 も 多い . 内 側 地震 半 の 特性 と し て 被害 は 局所 的 だ か ら , 


。 悪 の 場合 極 く 一 部 に 彼 害 を 出し て も 百年 目 と 考 で OIDS ま DE 


低い 値 で も 美 支え を な い 」 と する 考 え 方 も ある . 


駐 全 然 絢 の 考え 方 と し て ,「 建 築 物 の 設計 震度 は 都市 の 重要 性 に 依 つ て 鍛え る べき で ある . 
例え ば 北九州 の 護 都 市 は た と ぇ 包 去 の 記 録 に 基く 地震 危険 度 は 低く と も 設計 震度 は 高 目 の 値 
を 探り , 逆 に 民度 の 低い 山奥 の 様 な 部 分 は 設計 震度 を 低く し て も 良い .」 と いう 議論 $ あ る . 
泌 も 之 に 有 百 し て は 「 建 築 基準 法 で 要求 し て 居る 建物 の 耐力 は 建物 に 類する 最低 限 の 要求 で あ 

る から, 今 は 最低 の 線 だ け を 議論 すれ ば 良い . 若 し 重 要 な 建物 或 は 重要 な 都市 な ら ば , 個々 の 
場合 に 設計 震度 の 値 を 設計 者 な り 都 市 な り で 敵 堂 に 上 昇 すれ ば 良い 』 と 考 た られ た の で ある . 

価 以 上 の 他 重 要 な 議論 と し て は 「 原 染 で は 構造 物 の 種別 を 問 は ず , 100 年 を 習 象 と し て 茂 
えて 居る が , 鐵 筋 ミン クリ ー ト と 木造 で は 建物 の 耐久 命 敷 が 異 る か ら , 若 し 前 者 で 100 年 を 


絆 象 と する な ら ば , 後者 で は 人 逢 に 少く , 例え ば , 50 年 , 30 年 を 刷 象 と し て 良い で あろ う ・」 


この 様 に 考え る と 耐久 命 敷 の 低い 木 革 等 の 場合 に は , 地震 危険 度 の 多い 地 大 の 範 園 は ぐつ と 
狭 ば まつ て 來 る と と と な る . この 議論 は 誠に 合理 的 で 震度 分 布 の 考え 方 の 根本 を な す も の と 
思わ れる が , この 場合 は や や の 絹 か 通 ぎ る 辺 が ある . 
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拡 以上 の 議論 を 総合 し イレ クイ レー ゃ aowef2 て Be 
も の が 前 掲 の 震度 分 布団 で ある . この 陣 の 震度 比 座 は 従来 の 一 般 常 識 世 は 河 角 博 士 の 研究 結 
果 な どか ら 受 取ら れる 地震 危 際 度 より 漁 に 地域 に よる 震度 差 が 少 いよ うに 感 ち られ る が , と 


、 。 れ 5 棚 洲 の 諸 議 論 に ょ っ て , 未だ 一 足 飛 びに 設計 須 度 302280 3 


られ な か つた 結果 と 見 
地盤 と 震度 の 比率 
、 。 震 寺 が 地 錠 の 種類 と 大 き な 開 係 が あ 
)。  。 。 こ と は 果 炎 の 往 炎 調 衣 結 果 か ら 報告 され て 居る と と は 周知 の 通り で ある . 
。 いて 検 軸 の 病 果 最後 の 形 と し て 下 表 の 様 な 儲 放 比率 が 得 ち れ た 
地 毅 と 構造 別 設計 震 諾 の 比 卒 素 


て も 良い . 


ES 


あり, 妨 その 肢 作 も 革 物 の 種類 ・ 剛性 に 依 て 非常 に 逢う ・ 
これ 等 の 論 料 ! に 基 


種 


構 造 の 列 
地 英 の 種 類 補 コ っ 1! 原 一 矯 
木造 | 多 骨 所 | 箇 矯 ンタ リー| 英 他 の 
造 シ 
。] mmg | 内 高 , 硬質 砂 条 礎 等 主として 第 3 紀 以 前 6 
、 第 1 竹 地 句 | の 生 司 に 過す る 地 基 第 0.6 0.6 0.8 1.0 
Se 
っ 知 品 直 | 主 と し て 洪 生 礎 に 局 する 地 毅 , 多 は 訂 範 
争 2 杜 地 | 曽 < 比 較 的 厚い 砂利 磁 若 く は 砂 麻 大 の あぁ | "| 3 いな: 
- る 沖積 暦 に 局 する 地 攻 
( | 砂 大 ・ 砂 交 り 粘土 居 ・ 粘 土居 ・ 学 土 等 主 も 
逢う 種 地 名 | こし て 沖積 大 に 属す る 地 林 を な 
著しく 軟 な 地 角 で , 深澤 地 , 泥 海 等 を に 人 
第 4 種 地 融 新しく 理 立て た 地震 色 は 特に 湊 い 軟 姜 な 上 クン 1.5 W 
沖積 大 に 局 す る 地盤 


上 表 の 震度 比率 を 定め る 場合 に 欧 ず 問題 と な つた の は , 地震 に 習 し て 構造 物 を どの 程度 醒 
、。 を きせ る か , 換言 すれ ば どの 程度 迄 の 被 審 を 和 象 と し て 設計 すべ きか と いう こと で あつ っ た. 計 
5 何故 な ら ば , 例え ば 局 じ 鐵 筋 テン クリ ー ト 造 で も 毛 航 亀裂 も 入ら せな いか , 戒 は 相 党 の 銀 
放す か に よっ つて 地盤 に 制す る 危 陣 度 の 開 係 が 父 糧 洋 つ て 來 る と と が 多 想 きれ た か ら で あ 
る . この 巴 に 式 て は 我 國 経 済 力 の 客 情 と も 曲 み 合せ 一 座 下 の 様 な 目標 を 定め た 。 妥 ち 寺 ず 
造 に 就 て は 壁 購 の 匂 裂 , 仕 昌 の 緩み 等 は 勿論 差 支 を な く 欄 の 中 傾斜 位 迄 許す 。 胞 ち 修理 し て 


8 訂 再 使用 出來 る 得度 を ね ら う . 鐵 筋 コン クリ ー ト 造 に 就 て は 壁 骨 の 銀 肌 は 差 支 えな く 往 等 に 
敏 少 鱗 宴 が 起 る 程度 を 目標 と する . これ は 壁 又 は 床板 は 後 か ら 比較 的 容易 に 科 修 出来 る か ら 
、。 。。 で ある . レン ガ 信 や 在 夫 の 石造 の 様 な 所 衣 積 造 で は 怠 に 化 少 代 抽 が 入る と が 直ちに 村 
6 造 個 全幅 の 大 銀 裂 須 壊 を 挫 す こと が 多い か ら , 肛 に 微少 亀 下 の 太る 程度 を 目標 と 考え る こと 


KSMAS 
こ 地 毅 の 類別 と し て は 便宜 上 地質 か ら 見 て 第 1 種 か ら 第 4 種 迄 に 分 ける と と と な つた 


り 人 4 
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が , これ は 東京 が 開 東 震 災 の 結果 圭 害 と 地質 の 開 係 が ほぼ 明 准 に つか め て 居る の で 自ら これ 


隊 NOINSO 
種 , 本 所 深 有 川 の 東 痢 一帯 , 大 正 以後 の 海岸 埋立 地 の 大 部 が 第 4 種 と いう よう に ほぼ 頭 に 侍 か 
0 OO WM 
な 条 が 多く 婚 つ て 居り , 和仁 
記 銚 に 基 い て 調査 を 行 つ て , ほぼ 本 表 の 方 針 に な ら つ て 地 毅 の 類別 を 定め る こと と と な つて 居 
る .- と の 調 杜 に 開 し て は 今後 共 地質 関係, 地震 開 係 研究 者 の 方 々 の 絶大 な 御 雪 援 御 協力 を 得 
な けれ ば な ら な い . 

以上 の 前 提 で 構造 別に 地 毅 と 地震 危険 度 を 考え る 場合 に , 次 に 問題 と な つた の は 「 同 一 構 
造 で も その 剛性 に 大 き な 差 が ある か ら 木 活 , 鐵 筋 コン クリ ー ト + 造 と いつ た 様 な 大 茜 把 な 分 類 
で は いけ な い の で は な いか 」 と いう こと で ある . 例え ば 同じ 木造 で も 土蔵 の 震 害 は 通常 の 民 
守 の それ と は 大 い に 相 異な る こと は 周知 の 通り で ある し , 最近 の よう に 合理 的 計算 の 行わ れ 
る 學校 其他 の 木造 は 在 挫 の 雲 害 統計 の 翌 象 と な つて 居る 民家 と は 之 赤 剛性 に 大 き な 相 異 が あ 
ろか ら ,。 同じ 木 造 と し て 扱う の は 営 を 得 な た いと いう 意見 で も ある. 然し と れ に 就 て は 今回 定め 
よう と する 規定 の 精度 か ら 見 て , 表 に 示し た 程度 の 構造 種別 で 剛性 の 傾向 を 大 別 す る に 止め 
了 

大 に 前 表 の 敷 信 に つい て 構 邊 別に に 科 軍 な 説明 を 加え る と , 木造 で は 通 去 の 雲 害 と 地 誠 の 剛 
係 が 可 成 り 明 確 に され て 居る の で , 或 る 程度 詳細 な 突 込 ん だ 震度 比 座 が 掲げ て ある . 鐵 骨 
凡人 
. 材料 を 張 つ た も の で ある . 鐵 骨 造 は に 風 礎 力 で 秘 面 が 定 る か ら , 地震 に 就 て は 特に 考え る 
必要 は な い が 徒 々 床 だ け を 鐵 筋 テン クリ ー ト 版 と し た 振動 的 に は 不利 な も の が ある の で , こ 
の よう な 鐵 骨 造 を 圭 象 と し て 木造 と 似 た 震度 比 座 を 揚げ た . 鐵 筋 コン クリ ー+ 造 は 先 に 逃 べ 
ーー に 2 002 


推論 に に 基 い て 震度 比 傘 を 定め た . 基 他 の 構造 ) 和 に 局 す る 組 積 構造 は 道 去 の 宏 記 理 審 に 8 の 5 才 ら 硬い 
地 毅 程 不利 の 様 で も る が , 一 方 基礎 構造 の 不備 な も の は 戦 朋 地 毅 に 貢 て 不同 沈下 等 の 原因 で 


致命 軸 な 損傷 と うけ る 例 も 多い の で 吊 方 の 傾向 を 考え 併せ 震度 比率 は 地盤 に 拘ら ず 一 繁 と し 
た . 答 戦 後 流行 し て 居る 鐵 筋 で 補強 し た 組 積 造 (所 講 補 強 ユ ンク リー トブ ロッ ク 造 ) は 昌 純 
な 組 積 造 に 芝 べ て 倫 有 利 と 思わ れる が , 未だ 居 災 の 細 険 が な い の で 一 座 在 穴 の 組 積 造 と 一 
- 様 に 扱 つ た . 

最後 に 本 表 全 購 の 震度 比率 を 漂 狼 し た 場合 に 構造 種別 相互 の 震度 比 座 に アン ベラ ンス が 見 
られ な いで も な い 。 例 えば 材料 の 強度 等 の 観 早 か ら 見 れ ば 鐵 骨 造 より 木造 の 方 が は る か に 震 
度 比 座 を 大 きく 探る さき か も 知れ な い . 然し この 場合 の 考え 方 は 鐵 骨 造 で も 木造 で も 同様 な 


ン 


の 0 和紀 


電力 を 圭 た だ せる と よい) 2 ポー 造 に “ の を 
、 振 た せ 度 いと いう 祭 持ち も 働い て 届 る の で ある . 陣 和 2 
。 つと 低く と も 良い と いう 意見 も あつ た が , 此 の 場合 は は 一 死 ず 表 示し た 得度 の 内 縮 の 生 代 が 探 5 
旨 用 C て ある , 
。 以上 地域 と 地盤 に よる 震度 の 比 座 に 就 て 紹介 し た が , 之 か ら 建 物 設計 用 震度 を 定め る に は 

、 作っ て いた 欠 度 0.2 と いう 値 に 地域 と 地 堪 に よる 偽 症 を 生 し で 求め る 。 例え ば 

、 、 東 京山 手 に に 建つ 鐵 筋 コン クリ ー ト 造 で は 


0.2x1.0x0.9=0.18 
(前 較 ) (前 表 ) 


に 3 


と な の 

。 確 こ に で 大 きか 開 題 は この 芝 計 穫 度 0.2 と いう 値 が は た し て 秋 人 か どう か と いう こと 

CO 設計 須 度 0.2 と は 例え ば 東京 下町 の 大 都 分 に 存 つ 建 物 は すべ て この 値 で 設計 する こ 四 

上 と と な る が と の 値 の 根 拓 は 在 挫 の 慣用 値 が 0.2 で あつ た こと と , 最近 の 震 災 経験 に よ つ て . 自 

。 この 儲 度 で 忠 容 に 設計 され た 建物 は 例え ば 記 井 地震 程度 の ちの で も 一 應 机 え 得 られ る で あろ 生 
うと いう 推定 に 基く だ け で ある . 基準 震度 0.2 が 設計 震度 決定 の 根本 を な す に 拘ら ず , これ 症 
以上 の 根 擦 は 全く な い の で ある . この 國 に 就 て は 今後 半 多 の 重大 な 研究 問題 が 残さ れ て 居る 
の で ある が , 特に 硫 地 圭 記 象 の 正確 な 交 料 に 誠 い て 或 は 騙 針 和 基 礎 地盤 と の 開 連 に 共 る 上 
物 の 振動 物性 に 就 いて 地震 方 面 研究 者 の 方 々 の 御 協力 を お 願い し な けれ ば な ら な い 。 針 築 方 
' 面 に 於 ける 耐 吉 理論 の 研究 が 従来 建築 物 を の も の の 振動 に 肘 し て は 輝 し い 業 績 を 亭 げ て 居る 
が , 地盤 と の 開 軒 性 に 於 ける 研究 束 は 地震 動 の 筑 情 に 基く 研究 が 立ち 遅れ て 居 た こと は 呑む 
こと が 出来 な い . 又 最 近 建 設 省 建築 研究 所 で 相 つ いで 行 つ て 居る 人 大 建物 に つい て の 振動 破 ま 
電 除 の 結果 , 震度 0.2 の 静 的 水力 に 依る 慣用 の 耐震 設計 法 に 茂 て 根本 的 の 鬼 制 論 料 が 得 
られ つつ ある こと と は , 今後 の 面 設 計 法 に 開 し 新しい 研究 分 野 の 開け た こと を 感じ きせ る も 
の で ある . 5 
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_ The apparatus which was used in this experiment was What Was previousiy described 
by C.TSUEor. It consists of a biflar pendulum and a synchronous motor driven electrically 
by the pendulum. It was attempted to improve the accuracy obtainable by this appara- 
tus. 本 he present study consists of two parts, the one concerning the bi 作 lar-pendulumn, 
and the other concerning the synchronous motor. The Huctuation in the period of the 
pendulum in relation to the phase of the exciting electric current Was inyestigated. t was 
_ found that the fluctuation Was 10-“ sec when the motor is excited at the most preferable 


phase. 人 Asthe period of the pendulum Was 10* sec, the relative accuracy Was 10~ エ 


T 期 電動 機 
$S 1、 序 言 $S 6. 同軸 マ 子 の 定常 運動 
S 2. 二 本 吊 り 振 子 に 就 い て の 邊 遥 $ 7. 安定 性 に 計 い て 
$-3. 二 本 員 9 振子 の 理論 的 考 $ 8. 回 韓 子 の 減衰 係 雪 に 欧 い て 
$ 4. 二 本 吊 9 振子 に 就 い て の 結論 $ 9. 最適 回 韓 速 度 
HI $ 10. 使用 中 の 総 験 及 結 論 


S 5. 直流 用 績 電流 に 依 つ て 騙 動 する 同 
1 

S 1. 地震 計 用 精 F ラ ム に 就 い て は 区 に 幕 草 数 授 D の 報告 が ある が 。 病 振 稚 と な る 一 本 
吊り 振子 及び 騙 動 用 モー ター の 性 能 に 乱 い て 精 し い 事 は 述べ られ て いな い の で , 精密 ドラ ム 
の 改良 を 命ぜ られ た 機 會 に , 二 本 吊 り 振 子 及 び モ ー タ ー の 性 能 を 精 し く 考 察し た . 此 の 結果 
か ら 地 震 計 用 ぜ ドラム と し て は , 友 型 に 改良 を 加 う べき 味 は 殆 ん ど 見 出せ な か つた . 然 最 近 
で は 1 秒 毎 の 時 報 が 出だし た し , 交流 サイ クル の 安定 性 の 増大 と 共に , 電 無 時 計 用 モー ター 
が 再び 取り 上 げ ら れる 様 に な つた の で , 一 般 に は 特殊 の 精密 ドラム は 必要 で な 7 

包 し 特別 に 精密 一 様 回 得 を 要求 きれ る 場合 に は 少々 の 券 力 を 加え れ ば , 香 え の 回 和装 置 は 
依然 と し て 威力 を 獲 揮 する で あろ う . タ 交 流 電 源 の な い 地 虹 , 或 は 封 災 地 の 如 き 停 電 の 頻 氏 


_ な 地 時 では, 確 に 有力 な 打 置 で ある . この 意味 で , 香 々 の 半 置 に 開心 を 持つ 放 々 に 総合 的 な 
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24 (24) < 一 胡 回 坦 を 得る 手 置 ” の 政 良 に つい て 


報告 を する 菊 第 で ある . 

$S 2. 二 本 串 り 振子 に 就 い て の 偶 駿 
大 懇 の 事柄 は 前 逃 の 王 弁 数 授 D の 報告 に ある か ら , それ を 参照 され た い . 今回 軟 し た の 
は , その 報告 中 に ある 毅 置 を 用 いて , 振子 を ェ モ キ サイ ト す る 場所 を 緩 え る 事 に 依り , 振子 の 
迎 期 及び 振 店 に 如何 な る 錠 化 を 生じ る か を 調べ た の で ある 。 振子 の 逆 期 を 調べ る 方 法 は , 此 
の 振子 に 依 つ て , モー ター を 騒動 し , ドラ ュ を 大 骨 10 分 に 1 回 韓 き せ . と これ に クロ ノ フ メ ー 
ター の タイ ム マ ー ク を 1 分 に 1 度 入 れ た の で ある . 到 め 振子 の 週 期 を 調節 し て お く と , ドラ 
ム が 1 回生 し た 場合 た, 秘 時 は 大 節 10 分 前 の 鹿 叶 の 附近 に 來 る 。 ドラ ム の 外周 は 60 cm に 
設計 し て あつ て , 振子 の 周期 は 大 懇 0.1sec に な る 様 に 調節 し て ある の で ある が , 眞 に 0.1 
sec な ら ば 1 回 韓 後 の 妙 時 は 10 分 前 の 鹿 時 の 眞 棋 に 來 る 様 に 普 が 組合 せ て ある の で ある ・ 
その 2 つの 鹿 時 が 眞 横 に 來 な く て 1 mm だ けず れ た と する と , 振子 の 週 期 は 正しく 0.1sec. 
で は な く て 1.7x10-*sec. だ け は ずれ て いる と と に な る の で ある . 故に ドラ ム 上 の 鹿 時 の 
ずれ を 計 む 事 に 依 つ て , 振子 の 週 期 の 微小 な 差異 を 知る 事 が 出来 る . 但し . この 場合 の 和書 時 
の ずれ に は ,・ 振 子 の 周期 の 絡 化 以外 に も , 種々 な 原因 が 入 つ て 來 る 笹 で ある が , ドラ ム の 形 
、 湊 に 就 いて は 1 回 韓 毎 の 大 帳 同 し 位置 を 見 て へ る し, 黄 車 の 刻み に つい て も , 或 る 程度 の 悪 
影 紀 を 除い て , 刻 叶 の ずれ を 計り 事 が 出 夫 る . 

炊 に 振子 を エ キサ イト する 場所 を 括 え る に は THig. 1 の 如き 方 法 を 用 いた . 

この 場合 に 振子 の 針 先 が 水銀 接 是 を 
閉じ る の は , 振子 の 最大 振 店 の 位置 を 
中 心 と し て いる . 然るに 振子 を エキ チ 
イト する に は , 振 巾 が 零 の 時 に エキ 了 
イト すれ ば , 振子 の 週 期 を 最も 安定 き 
せ , 又 エ キサ イト され た 振 巾 を 最も 大 


包 信 ar bexdotum 


Fig. 1 The electricalcircuit between the bifilar さい する , と 式 わ れ て る 9 う . 政 に 水銀 
pendulum and the rotor. 接 貼 を 閉じ て か ら ァ /2 だ け 位 相 を 層 ら 
せ て , 振子 を エキ サイ ト す る の が 応 ま し い の で ある . 大 井 数 授 の 報告 り で は 振子 の 他 端 に , 
も う 1 つの 水銀 接 是 を 設け て , 振子 自身 と エキ サイ ト し て いた の で ,- 上 小 の 位相 の 遅れ は 
と な り . 此 の 帳 が 刻 ま し く な いと , 基 の 報告 に も 書か れ て ある の で ある 。 然るに 今回 は 振子 
を エキ サイ ト す る 電 無 接 帖 を 句 電 子 に 付け た の で , 選 れ の 位相 は 任意 の 角度 に 選べ る の で あ 
る . と ころ が 細 韓 子 の 鐵 片 自 購 が モー ター の 電磁 石 か ら 9 だ け 漏 れ て 疾 還 し て いる か ら , 振 
子 を 雰 往 伏 で エキ か イト する に は 、 湯 子 の 接 動 を 磁 李 か ら ( 念 +8) だ け 通 れ た 位置 に 定 


内 米沢 半 、 三 3 っ 3 25.55 


め な けれ ば な ら な い . 然るに 9 を 換 め 正確 に 知る 事 は 困難 で ある か ら , 環 韓 子 接 町 の 泊 れ の 


' 扶 角 慶 〆 を , MSN で ATSC 然るに 振子 の 周期 ダ と e, 或 は 振 店 


4 と の に は 夫 え 開 係 が あり , 4 が 最大 の 時 の w が , 今 の 場合 正しく g= テ +2 の 修 件 
を 漁 足 し て , 振子 を 零 奨 位 で = モ キ サイ ト し て いる 管 で ある の 、 そ し て 此 の 時 に 47' が 最も 小 
きい 筐 で ある 2. 


此 の 事 を 賀 験 し て みる 包 に , 句 還 子 を 騙 動 きせ, 勝手 な cw で 振子 を エキサイト し て , 麺 


韓 子 に 定常 回 還 を 得 た 後に w を 序々 に 獲 え て , (アーc), (47ーe), (4-o) の 闘 係 を 求め 
た 、Fig. 2 に 此 等 の 開 係 を 示し て お く , 但し 7 は ドラ ム の 1 固 朝 毎 に 模 に 並ん だ 表 個 の 講 
時 か ら 出 し た 婦 の 下 均 値 で 。 47 は それ の 確率 訓 差 で ある. Fig. 2 を 見 る と , 4 の 極大 
を 興 え る e で , 27 は 確 
か に 極小 に な つて いる . 故 
に 親 く の 如き w=w。 で エ 
キサ イト すれ ば 吾 々 の 堅 ん 


人 7xiO Ysec 


で いる 状 衣 が 得 ら れる 


AT (10~3ec) 
Amplitude (nm) 


あ は 可 な り に 目立つ て 才 測 き 


Fig. 2 These curves show experimental results.(A) means an れる か ら , e。 を 捜す 事 は 
amplitnade of the bifilar pendulum, ( 芽 ) a period and (4T) a 


probable error of 械 . ce is a position of the electric contact. 困 区 で な い 。 44 と eg と 
の 開 係 を 窯 皿 に 撮 つ た の が Fig: 3 で , (4) は 水銀 接 踊 を 振子 の 他 端 に も 設け て , 自己 エキ 
サイ ト し た 場 ・(b) は 廻 韓 子 接 虹 を 用 いて で エキ サイ ト し た 場 場合 . (CO) は エキ サイ ト 


を 正 め て , 振子 に 減 奏 振動 を や ら せ た の で ある 。(D) と (c)> と を 見 芝 べ る と , 零 奨 位 で = 
キサ イト し た 頑 合 に は , 振子 の 自己 振動 を 殆 ん ど 負 し て いな い 様 で ある . 

履 に この 場合 の 周期 は 区 ん ど 自 己 振動 周期 に 一 致し て いる の で あろ う . (4) で は 極大 獲 位 
で エキ サイ ト し て いて , 自己 振動 は 激しく 援 針 きれ て いる . 従 つて 周期 も 援 負 を 受け て いる 
で あろ うと 想像 さき れる. 


あぁ る. 然 も 振 巾 4 の 極大 
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Fuctuations in amplitudes of the bifilar-pendulurm are exarnined, 
exciting t at the maximum amplitude (a), and the Zero displace- 
ment (b) respectively. (c) shows the free oscillation of the bifilar 
pendulum。 
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$ 3. 二 本 順 り 振子 の 理論 的 考察 
Fig.4 の 如き 二 本 唱 り 振 子 の 運動 方 程 式 は 
る 2 8 Tiz ニ チ ( の (3③.1 
この 式 で 2s は 減 保 数 で , 
7% 三 (77(1 十 の の )/77 
但し は 振子 の 慣性 能 座 , 9 は 重力 の 加速 度 


に に ご Fig. 4 
此 の 振子 が 世 績 電流 に 全 つ て エキ サイト され る 場合 に は , 一 Fe b 坦 考 E、peiidi 
周期 間 の 外力 は SuSpended horizontally 
80) を 
げ (〈⑦ の = テア (OS/<) 3.2) ョ 
0 (2 三 ざ -- 計 
で ある と し て , (3.1) を 解く と , 区 の 様 に な る 。 ョ 


*=e (acosy- る 守れ - と e(eoer simyd OS だ だこ で て (93) 
7 70 7 1 


一 7 


太る 
ーー of 十 5 一 Sin77 一 eccOS7⑦ー て ) 


るー6 一 7 (cos7 圭 Ssina) 
/ 


+Ssin7G- で ) | 7 生 巡 て (3.4) 


あ 及び AB と 0 に る 人 C 地 訂 で ある 
IAN 考 穴 す る こ と に し , 次 の 如き 置き 換え を すれ ば 


! 


の ニ Ce に の 衝 OS PCE ・ MA (9.5)) < 
で 。 wm し と ci を が 


うだ 4 ーtang=a77Ceoe よ る 又は Sinc 三 2o/ み . 3 6 ジィ 
て の Ra く な る . 」 た さ 


の 3 5 半 sin SR 


ご で ミ 


7) 


=60 に 2 た の で tan-!C7/s) を g/2 と し た 。 こ 


寺 ここ で に 次 の 呈 き 換 え を すれ ば 3 
) [ 6 が 0 6=(77x7)(99rー2 eercos 7 て 二 1)12, (8 (3. の ) 2 


_tan / 吉 (eercoS7 て ー1 )/e*rSin 7 て 


NCSA の 
ー9 74 sin(76 上 めのう , | R に (9798 


。 =@ 十 が 二 2g6 cosC 一 ), (9100 き 


_@COS w 十 6 Cos // 


上 き で て 所 に 人 ば gr コ 0 き で ある か ら 1 に 問 し て 之 を 省略 すれ ば (3.7) は - 


ンマ _ 6 三 (777)・2Sin(7 ィ /2). ) 
油 に 7r コ な る 時 は "を 1 に 待 し て 衝 放 で きる か ら 。 6 
' 夫 で アー 6= ニ 7z/p. CBC120 
。 。。 思 8 式 も 大 の 欄 に 簡 晶 に な る “ 遇 2 
tan ニーtan (7</2), 多 ち =7c/2. 3.18) 


。 ここ で < は 環 韓 子 の 寺 寺 70305 9 の る 個 の 久 訂 導 全 セ て る し 。 (972 机 
ーー に 留意 きれ た い 
藻 | て 。 ニキ サイ ト し た 場合 の 枯 子 の 振動 骨 7" を 交 式 で 定 半 すれ ば , 


の 。 三 の LM ん 2 81 ' 3 
敵 、③ の と 1 の 式 と か ら 次 式 を 得 
P の gSin w 三 6-“774 sin(777 十 の ). 
ィ る 2 


政 に 定 深 越 で は : 
と 2 e 三 e-* ダ 74. 3 


十 ア ー777 十 の . (3.16) 


。 15) 天光 (G16) 区 が 振子 を = キサ イト し た 人 の 二 に 欠け 
_ 肖 基 を 興 え る 式 で ある 
然るに (3.16) 式 と (3.11) 式 と か ら , の を 消去 する と , 
[ sin 7 の エ (@ の sint777 ーー の )=0. トト CG の 2 計 
8 も 、 ヌ sg の ご 1 な る こと に 留意 し て (3.10) 式 と (3.15) 式 と か ら 4 を 消去 す る と , の g に 1 


。 開 す る 二 次 方 得 式 と な り , 結局 炊 の 開 係 を 得る . 9 計 
の あのー (2 962c2 
1 AA 974 /coe(g- め - 2g7 //cos?C 一 の <1 
に (3.19) 
然るに Iaz-777H く 1 で ある か ら , (3.17) 8 05 〔 
(2 ァ ー 77 の 1 (<)cos(w-)}) 二 (9)sin(c 一 め )=0, 


、 と な る の で ある が , 吾 え は 主として 澄 迫 位 の 近傍 に 抽 味 が ある の で , 9e の 値 と し て (3.19) ョ 
IN 
9 つう - 2 い 2 ェ - 6 
IA 7 た 
述 0 7 一 tan(ー) 7ーe tanoy に 
|。 。。 。 この 式 の 中 で 
ーーw 十 7Z/2 3. 21) 


6 接 員 時 間 が 有限 の 場合 の 。 却 抽 位 か ら の 遍 れ の 角度 で ある . に この の は 82 で 用 
めい た W と 同 し 意味 の も の で ある が , 量 的 に は z/2 だ け 選 れ て いる . 


、  。 表 に (③20) を (3.19) に 代入 すれ ば , 振 貼 が 得 られ る .。 1 M 
So g 三 (</zg) cos {て o/ 十 tan 1(e/7))、 (5 ググ 
0 (20) ば (③.22) か ら 更 に 天 の 護 藤 を 計 邊 する と が 出來 る 。 
g77 ア 「 1 
de” cos orcos (w +tan- ) ' (3.23) 
277/ ルル 2 ん / 5 : ゴ 
eg Aa 
政 に "ニーtan-!(e/7) な る 時 に , 振 巾 は 極大 と な り , (77/2o2)= ニ 0, 爺 ち 47 は 極小 史 
と な る 。 然 る に 7 は 10-? より も 小 で ある か ら , の 0 と 考え て も 差 放 え を な い 、 こ の 時 は 
ダニ 2</ ニ 0 だ) かめ 
. 半 隊 656 基 - (0 9x10-*。 人 
思 @e ソ ん し に ai. 2 R S 


と な る 。 匠 く の 如く 此 各 の 事 は 何れ $ 衝 論 結果 Fig. 2 と 一 致し て いる 。 世に (3.22) 式 : 半 


9 
ci 
< 


の に 就 て は 47ce4g で ある こと が 分 る か ら 」 $ 2 で 想像 し で い 2 


277 2 2 emo 


0 2 @ < 

ら , 外力 の 芝 化 の 大 き さ が 直接 47 に 影響 する こと は な い . IN 
。 は 易しい か ら . 志 の 項 は 往 単 に 10-? 以 F に な る で あろ う . 然るに w は (3③1) 式 に 出 て 炒 
庫 た も の で , 


2 - 禄 + 4 の 角 - 4 み タカ の 
「 21〒 の 9 08227 0 


議 os 

も (47/7)min. は 大 骸 10-5 で ある . 邊 
以上 の 考 宗 に 於 て は , 振子 の 振 貼 が 小さ い と 候 定 し て 立て た (3.1) 式 か ら 出 策 し て いる の 
で , 7 の 表現 に 直接 に は 振 巾 が 入 つ て 來 な か つた . 2777 を 10-5 と する に は 振 巾 の 角 
度 を 1' 位 に し て 始め て 今 の 優 定 が 許さ れる の で ある . に 
8 4 比 の 装置 を 地震 計 用 の ラム に 用 いる 場合 に は , 時 間 の 縛 誠 は et 
充分 間に合う . 族 に 零 組 位 で エキ テイ ト し な く と も , 稔 型 の 健 で 差し 変え な い . 比 の 場合 っ 才 
も 77 は 10-? 以下 で ある . 「 

此 の 装置 で 重力 の 加速 度 を mgal 所 決め る に 1 は , 潤 度 導 化 及び 振子 ら 衣 の 人 に 一 大 の 注 
、 意 を 要する .。 5 
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HE 
直流 断 貫 電 流 で 騙 動 する 同期 電動 機 5 
此 の 種 の モー ター に 就 い て は 巡 に 震 上 数 授 5 の 報告 が ある が , 量 的 な 事柄 に は 穏 れ て いな 
い の で , 基 的 な 開 係 を 考察 する こと に した. 本 
光 ず 交流 理論 に 従え ば , 同期 電動 機 の 入力 及び 出力 は 夫々 次 の 式 で 表わさ れる 事 が 分 つて 。 
いる . S 
ア ,= ル 7cos み , ア 。ー( ア 太 / の )Sin.9 (5 
但し 7, の は 入力 の 電 礎 , 電流 及び 力 座 で ある . 又 ? は モー ター の コイ ル の リア プク グ 
ama タン ス で 2 は 送 起 電力 , 又 9 は 了 ア と と の 位相 差 で ある. 9 は タ 磁 極 と 廻 韓 子 の 極 と 
の 位相 差 と 見 る 事 も 出来 る . 同期 電動 機 で は , 此 の 9 が 重要 な 役割 を 演じ る の で ある が , . 
用 を 理論 的 に 章 き 出す の は 困難 で ある . 殊 に 理 え の 用 い 様 と する モー ター (Fig. 5) は 電 
間 間 MID 
る 事 に し た 、 そ の 師 に は 短 生 子 の 鐵 二 が 磁極 に 引か れる 場合 の モー メン ト を 知ら ね ば な らち か 


30 (30) 一 標 回 韓 を 得る 打 加 ” の 政 衣 に つい て 


の で ある が , 必 を 計算 する 事 は 磁束 の 形 汰 に 就 いて の 知識 を 要 し , 極め て 困難 で ある . そこ 
で 手許 に ある 物 に 就 いて 満 陣 を 行 つた . - こ : 半 
先 づ 電 記 石 に 直流 100 mA を 流し て お き , 狂 韓 子 鐵 片 の 位置 を 磁極 か ら 徐 え に 速 ざけ て 四 


行き , その 時 の 電 仁 交 幾 位 信 の と モー メン ト げ と を 測定 し た 。 此 の 結果 は Fig. 5 に 示す 
' 通 り で ある . - 3 
に 10P デ テー ま 
ああ 《 王 100m 人 A 
5 
了 
Fig. 5 Relations between the moment and the electric angles are statically 
measured。 On each case poles are Symmetrically settled. 
鐵 片 の 敷 を 8 から, 1 つつ 置き に 減ら し て 4 
及び 2 に し て 同様 の 客 陰 を や つた の で ある . 
の 此 の 程度 の 磁石 の 強 さ で は , 磁束 の 及ぶ 範 弄 
了 は 狭い らし く , Fig. 5 の 曲線 は 鐵 片 の 敷 を 
4 減ら し た 場合 に も, 大 骸 右 肌 租 な 山 に な つ | 
7 だ ら 
丈 に 鐵 片 8 の 場合 に 就 いて , 需 流 の 強 さ を 
夷 え た 場合 の 最大 モー メン ト を 測定 した. 
但し , 此 の 利 験 に は Fig. 5 の 場合 と は 別 の 
吉 磁 石 を 用 いた . 此 の 結果 は Fig.6 の (1) 
に 示す 通 り で ある . コイ ル の 和 を 條 減 す る 
と (2) の 如く な つた . 
て Hig. 5 を 見 る と , これ 等 の 曲線 は 大 
鍋 次 式 で 表せ る 事 が 分 る . 0 ュ ご 20、 40 6Q SO ioo mA 
Fig.6 When the direct electric current 
ニア の si 8 were mneasured. On the case turnes 
デー アバ sin 一 - (1), of the coil were twice as many 


- as those (2). 


Ye 


ナー アガ sin の @ 


5 2 内 Chu 較 子 字 は の こ 書 ける 5950 
os 7 の +ー ア sin の =0, 07< cc 


RM つつ ジブ だ 0. ! 3 


但し : 周 梨子 の 慣性 能率 <: 電流 が 流れ て いる 聞 の 時 間 。 
: 同 可 摩擦 及 び 負 荷 7: 粒 電流 の 周期 
5: 回 電子 の 回 韓 角度 


る 丸 計 算 が 困難 に な る 局 に 滅 生 項 は 省略 し た 。 ら は 民 交 角 護 で 書け ば の = 44 と な る 。 
2 4=0 の @ を @。 と すれ ば , これ 等 の 間 に は 爽 の 開 係 が あ us [ 
ド る cm = と _ の @。= の @ 十 の に テ ⑥.2) 5 


2 この 2 


2 の 7sip の っ 0 に 0S5 ミ で 。 ⑥3] 


に っ 


な 0 の 0 の 2 だ の さら の 
の !ー の g 士 27 sin( う )sin( の ジリ ガン 0S<7< ( (6: 1) S 
四 ゥ =oz 二 (77)(7ー の , < デア (6.6) 
。 然るに (に て に 於 て 十 式 は 結び つか ね ば な ら ぬ か らち, 結局 交 式 を 得る . 
3 前 の > に の 7 8 
に 5 23 0 の nl( 2 の 所 (62 


然るに 回 甲 が 定常 な ら ば の rg, の =2r で ある か ら 


2 し (… P=8) 
2 な が sin 


sin(@。- 


1 
、 MM0 を 人 を 


コム の 2 ド 明 と の 人 を 実る か ら 。 ター 


Sin の = コ 光 夏 /7810CPP/7 ' 

と な り , 之 が 定常 級 態 に お ける 位相 差 を 決め る 式 で ある 、 arte DF て 
の 。= ニ アム sin 9 MG の 

人 ' 

計 二 7 2k に Ltt 和 gbESB ER 生生 

と すれ ば に … 2 

2 p' こ 2P/42 ニ の 


濃 


の が 天子 の 非 定常 運動 に 圭 し て 作用 する . が 同 甚 化 カ と わ れる も の で , EE 
運動 の 方 得 式 は 丈 の 如 (ん / 、 半 


1 
2 290 “ 7.1) 


2 し RE 7% 三 (アガ / プ )cos 9 

_ 然るに cos 9 ご 0 に な る と , 28 は 盆 え 大 きく な り , 他 に 同 明 位 相 を 大 きく は な れ て 。 村 

_ 子 は 止 つ て し まう , 政 に 9 ご z/2 で な けれ ば な ら ぬ が , 利 際 の 綴 験 上 普通 の 同期 電動 脂 で は 
3 ご 50" で な いと 不安 定 で ある と 到 わ れ て いる ?、%W>0 の 場合 は hunting を や る の で ある 
が , 偶 際 に は (7.1) 式 に 減 奏 項 が 加わ る の で , 此 の hunting は 爽 第 に 治 つて , 元 の 実演 0 


昌志 な る の で あら.、 | 「 
| | “て ) の 活 ま し / 倍 , 友 び 49 の 時 し 得る 犬 き ざ を 見 る 久 に (7.1) 式 を 解く と 


49 ニ (2 2 十 ユ < 0 mmfee tan- ま 交 和 1 の . 2) 


但し (2 の 。 及び (2 の 。 は 夫々 こる DuoYiaa 本 
_ 然るに (6@.7)) 式 か ら 


の 。 
2 


7 ) 2 の 
= ニニ 2 n 


8⑧)。= 
(29)。 47 の : 


(sin(②+22)- (7.97 


タ (6.8) 式 か ら 
0 (デー デー と Cot の 2 他 ) 


5 AN (23 _ 2 だ 4 の 。 
NN (2 の 。 2 tan ーー デ cot 


然るに (6.1) 式 に 就 い て 考え る に 


4 EC PR (39).32 の 


の +22 の < 部 ち 2+C2 の 。+( の の < な ー ー の 
で な けれ ば なら め , 然るに (6.8) 式 に 偽 れ ば の 。/2 は 條 り 小さ くす る 事 は 出来 な い 。 寧ろ 
Sin( の 。/2) ニ 1 に 選ん だ 方 が 有利 で ある . 政 に 今後 は 次 の 如く 定め る ' 5 
販 sin( の 。/2) ニ 1 帥 もち +=Z/2 「 67022 
_ 送 く の 如く 決め る と 。 (7.5) 式 で 2(</7) の 項 が 消え る 利 帳 も ある . 「 
1 要 に (⑰.5) 式 で (2 の )a を 小さ くす る 介 に は の 人 件 も 誤 ま し い 。 上 5 
= eco 「 シン (09 還 
時 (7.7) を (7.6) に 代入 する と , に 


3 8 寺 (48)。 ご z/2 
| 政 に 9@ 十 tan 9 の ご ァ /2 SS 
な ら ば 安全 で ある 。 然るに 宴 際 上 77 は 鈴 り 小 きく 出 夫 な い の で , .9 ご g/4 と し て みる 。 
と (6.8) 及び (7.8) か ら 茨 の 條 件 を 得る . 
2/2 e/7 ア > アソ 2 rr だ (7.9) 
が 生子 の 油 を 攻 え な い 才 人 の 安 定 人 件 で ある . ' 較 E 
S 8、 爽 に 吾 え の 手許 に ある モー ター に 就 いて , 諸 祭 に 依る 減 係 利 及 び ド ラム を 回 轄 さ ンー 
、 せ た 場合 の 負荷 を 息 測 し た 定常 洪 態 の 7= ー0 の 時 に 電源 を 切る と , 麺 田子 は 減衰 を 始め て 
| 進 に 下る の で , それ 所 の 時 間 を 計 つ て 滅 誠人 散 双 び 錦 荷 を 算出 し た の で ある 。 化 荷 の な い 
と き は , 机 止 迄 の 時 間 は 敷 2 以 内 で 決り , 夫々 の 値 は 次 の 如く な つた . 「 
の 演 2302005| 56 つ 246o<109 シ ー ン (@.1) 
負荷 の ある と き は 静止 迄 の 時 間 は 可 な り ば ら つ く 。 此 の 場合 滅 事 係 敷 に は 上 に 求め た の 
を 用 いる と . 


VN P IT 


= 1.4 上 0.6) x10* @.23 
。 但し 7=7.5x10? で , 土 は 標準 偏差 を 示す . 

、 新 く の 如く , 減 論 が ある 場合 の 程 連 子 の 運動 方 程 式 は 
9 の 


た 十 の の 十 だ ー 7sin @=0, 0 ミミ 7 


と な る , 然るに , (6.5) 式 に よれ ば の は の =sin-!Z/77 に 玉 る 泥 還 調 に 増加 し , 然 も @=9 
に 於 て は 未だ 此 の 値 に 達 し て いな い の で , 此 の 時 は go/d>0 で ある . 牙 に 


US Eau y 7 AS 


0 
ゥ < ( 1) うー =1.2x10 (8.3) 


。 偶 際 に は 凌 気 に 依る 減衰 の 他 に 電磁 的 の 減衰 が ある 答 で ある が , 略 稼 子 を 静止 させ た 時 と 
定常 潜 態 で 回 電 さ せ た 時 と で 電磁 石 に 流れ る 電流 を オッ シロ グラ フ で 調べ た と ころ , 大 し た 
差異 は は 認め られ な か つた 回 韓 が 非 定常 に な る と , 此 等 の 差異 は 著しい . 始め に 断つ た 如 


1 


34 (34) “一 接 回 韓 を 得る 毅 置 ” の 改良 に 就 いて 


く , 逆 超 電 力 有 の 計算 を 避け た の で , 電磁 的 の 減衰 項 を 理論 的 に 導き 出せ な か つた の で あ 
る が , 次 有 の 結果 出力 より も 少く と も 1 桁 は 小さ い . 此 の 事 か ら は 大 中 (8.3) の 制限 で よい 
と 思わ れる が . @ は も つと 小さ く て も 9 の /d2>0 で な けれ ば な ら め ぬ 事 も あり うる か ら (8.1) 
の 制限 は も つと 屋 し く な けれ ば な ら ぬ で あろ う . 即ち 
o< く 1 x10* (⑧.4 
と 考え て お くべ き で ある .・ い A 
$ 9. 今 迄 に 求め た 條 件 に 間 際 の 敷 値 を 入れ て みる と , 光 ず (7.9) と (8.2) と か ら 

PLA0U4 の UI (9.1) 
と な る . 吾 え の 毅 置 で 験 し た 時 の 経験 に 佐 れ ば , の @=3 で hunting が 非常 に 目立つ て 夫 
て , の =2 で は 玉 韓 は 極め て 不安 定 と な つた . 駐 紙 振 器 に 緒 の 振動 を た 用 いて , サイ クル 敷 を 
上 げ る と , @ ジ 20 で は 区 第 に 定常 回 韓 を 開始 させ る 事 が 困難 に な つた 。 然 も 二 本 吊 り 振 子 
で は , 30 サイ クル 以上 に する と , 水銀 接 中 の 作動 が 不安 定 に な つた . 此 の 様 な 経験 か らち の ニ 
10, 印 ち 振子 で は 13 サイ クル 位 が 最も 適 営 で や る と 思わ れる . 
. 炊 に 上 に 求め た 敷 値 で 回 韓 きせ た 場合 の 同 甲 の 精度 を 求め て みよ う . 不可 の 原因 は 2 つ あ 
る , 1 つ は 振子 の 1 周期 ダ の 間 に 於 ける w の 獲 化 で , 他 の 1 つ は 援 負 が あつ た 場合 に 


hunting の 1 周期 7。 の 義 に を ける (242) で ある. - 
4 00 ガイ の = の 

胞 ち = に ー の み ー の 0 

002 の 2 の の .、 


然るに (6.5) 式 か ら , w の 極大 を 求め る 事 が 出来 て , 


だ の 5D 
9 反 FRP の の 
イグ 2 10-* (9.2) 
ア 
247 の 07 (9) 2 に 
ーーー ニ ー = | ニーーーーー | 2 ジーーー 一 .5 当 < ・ 
駐 二 に 5 (49)。< く 3.5x10-C48) 9.3) 


然るに アテ 1/13 sec. 又 ダ ヵ ー2.3 sec. で ある か ら , 若 し ゃ 同 韓 時 間 に 太 て 0.1 sec. 迄 を 開 
題 に する 時 に は , (9.2) 及び (9.3) か ら 分 る 通り , 同 還 の 不 整 に よる 時 間 の フラ ッ キ 4 
は , (49)。 が 1 に な つて も , 何 248 ご 0.1 sec. で ある . 然るに (7.4) 及び 間 験 の 結果 28)。 
べ 1 で ある か ら , 地震 計 の ドラ ム を 有 動 させ る 場合 の 如く 0.1 sec. 迄 が 問題 に な る 場合 に 
は , 同 韓 の 精度 は 充分 要求 を 浦 し て いる 事 が 分 つた . 

$ 10. 最後 に 理 え の 毅 置 を 使用 し て いる 中 に 祭 の 付い た 事 を 逃 べ る . 

一 番 困 る の は , 以上 の 如く , 回 韓 子 の 安定 條 件 を 考慮 し て 設計 し た に も 拘ら ちず, 不慮 の 時 
に 下る 事 で ある 。 此 の 原因 は 営 然 回 韓 子 に は な い の で あぁ つて, 入力 の 電流 形 が 悪い の で あ 


1:: 3 電 と ま 。ー (35).35 


| る. 中 光 形 を 決め る 圧 楽 は 2 つ ある . 1 つ は 電 押 回 路 で , 他 の 1 つ は 獲 振 外 置 で ある . 出力 
。 を 大 きく する 危 に coil を 澤山 乱 い た 場合 に 同 路 の 設計 が 悪い と , 電流 が 振動 する . 此 の 原 
、 因 の 1 つ は , 義 振 器 の 水銀 接 華 の 火花 消去 回 路 に 用 いた 蓄電 器 に ある . 然し な が ら , 電流 形 


に 最も 決定 的 な 打撃 を 奥 え る の は , 矯 振 器 の 水銀 接 周 を の も の で ある . 自 金 棒 を 水銀 溜 に 突 
| 込む と , 水銀 は 始め の 中 少し , 自 金棒 と の 接 賜 を 避け る . 又 抜 く 場 合 に は 逆 に 元 の 面 か ら 持 4 


。 ち 上 つて 自 金 衝 を 追い か け て 來 る 、 然 し 一 番 困 る の は 水銀 面 が 酸化 する 事 で ある . 皿 室 に す は 
。 れ ば , 此 の 鉄 皿 は 除き 得る が , 底 人 中 で 用 いる 場合 は , 券 を 惜 きず , 新鮮 な 水銀 を 用 いる 他 4 
働 放 が な い . 久山 博士 ? は 水銀 接 同 の 形 を 疾 え て , 酸化 水銀 を 落す 事 を 試み られ た . 然し 酸 
化 水銀 の 浴 積 が 出来 て , それ が 途 に 落下 する 間 に 接 鮎 汰 況 大手 化 が あり , 之 が 電流 形 を 非 
| 常に 不 突 定 に する の で 水銀 接 呈 の 問題 は 未だ 片 附 いて いな い . 和 吾 え の 経験 上 6V で 50mA 
以下 を 流し た 時 , 水銀 面 が 良好 に ある の は 約 1 週間 で ある . 「 ' 人 
香る の 同 甲 子 は , 自分 で start し な い の で , 一 度 正 つた ら , 再び Start させ て や る 刀 は 0 
| 止 っ つた 島 で ある . 状 し 区 も 動い て いる と き は , 充分 な 精度 を 持つ て いる の で ある . 此 の 同 が 本 
電 打 時 計 用 Warren-moter の 如く , self-start する 同期 電動 機 と 大 い に 異 な る 賠 で , 後者 了 
。 に あつ て は , 容易 に 止 ら な いけ れ ど も , 動い て いる 場合 に も 入力 電流 と 同期 で 阿 韓 し て いる 。 
。 の か , slip し て いる の か 一 見 し て は 分 ら ぬ の で ある . Silp を 避け る 俸 に は 位相 差 9 を 充分 
小さ くす る 事 , 多 ち 同 甲 力 と 負荷 と の 比 を 充分 小さ くす る 事 が 大 切 で ある . 一 般 に 用 いら れ 
て いる Warren-motor と ドラ ム と の 組合 せ で は , 此 の 暑 に 不安 が な くも な い .。 吾 々 は 別 の 
鶴 験 で Warren-motor の 軸 に 鏡 を 付け て 1/100 sec の 鹿 時 を 得 ん と し た 時 , 交流 50 サイ き 
クル に 肝 し , 1 割 以上 の slip を 観測 し た と と が ある . 
理 え の 導 置 に 開 し て , 型 に 改良 の 魚 地 を 見 出し た の は , ドラ ム ュ の 設計 を 改良 し て , 負荷 2 
を 小さ くす る こと , 及び 電磁 石 を 改良 し て , 水銀 接 呈 を 通る 電流 を 少く て 済ま せる 様 に 工夫 光 
する 事 と の 2 町 で ある . これ 等 の 自 に 開 し て 吾 は 新作 の 装置 に 於 て , 夫々 の 値 を 傘 分 以下 
に 改良 する 事 が 出來 た が , 最大 の 難 馬 で ある 水銀 接 還 を 依然 と し て 使っ つて いる の で , 地震 計 
用 ぜ ラ ム と し て は 飛 臣 的 の 改良 は 乱 し 得 な か つた . 但し , 本 研究 に 於 いて , 一 様 回 韓 を 得る 
舞 置 の 性 能 は 明らか に 示す 事 が 出來 る 様 に な つた . な お 二 本 吊 り 振 子 に 於 いて な し た 資 験 的 
。 及び 理論 的 考察 は , 一 般 に 振子 の 振動 保持 の 際 に 零 毅 位 で エキサイト すれ ば , 週 期 及 び 振 由 
の 郊 動 が 最も 少 い こと を 誠 明 し た も の で ある . 
以上 の 研究 は 王 左 教 授 の 指導 の 下 で 行 つた . 久山 博士 の 助言 を 得 た . 
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3) 則 上 科 彦 “地震 "2 (1930) 487 4) 山下 英男 . 電気 機 械 (岩波 物理 多 護 座 ) 144 真 


5) 久山 多 美 男 “ 補 胸 ” 18 (1948) 415. 


と コ 


ソ ヴ ィ エ ー ト に お ける 地震 移 を 中 心 と する 
同 い 地球 物理 の 最近 の 研究 し 


地震 研 完 所 宮 。 村 三 


戦前 に お いて も ツ 同 盟 と の 學 問 的 変 流 ほ きわ め の 汐 鹿 分 布 (No. 6) ーー 
て すく な か つた が , 職 後 も 内 外 の 情 共 に さま た げ グラ ボッ スキ ー, テム ・ テ ー: 天然 お よび 人 工 。 議 
られ , 珠 期 に 反し て まつ た く 事 情 は 好 較 し て いな 破 鐘 鏡 の 磁 歪 (No.6) _ 抽 
い . ガリ タ ィ ン , ベー・ ベ ー 以 夫 の 偉 続 を も つ ツ ドス カッ チ , アー・ ゲ ー: ケー シ , テー・ エ テス : 捕 
同盟 の 地震 胸 界 が , 國 力 の 充 賞 と と も に , どの よ ツボ レン 著 「 惑 露 に お ける 浸 角 の 柄 達 と その 翌 策 」 

うな うごき を 示し て いる で あろ うか と いう こと は , 。 に つい て 2 


われ われ の ひと し く < 知り た く お も うこ と で あつ ジブ ュー コジ ュー ピア Cc 2 地震 翻 測 で 記録 
_ た . 英 米 の 抄 銭 誌 や 雑誌 類 の 引 用 女 基 等 に 散見 す され た 著 干 の 有 麹 折 濾 に つい て 


る 論 婦 の 題目 な ど で , いく ら か の 活動 を うか ゞ 25 イワ ー ノ フ , アー・ ゲ ー: 地震 - 電 押 ( セ イス モ ・ 

と と は で きた が , も ゃ ちろ ん , すこ ぶる も の た りな エレ クト リ チ ェ スキ ェ ) 現象 研究 の 方 法 (No. 6) 

。 いも の で あつ た . イアー ノン フン , ウエ カー: 三面 上 に あたえ られ 還 
最近 ツ 同 明 科 脆 克 寺院 報告 地理 地球 物理 帆 報 * た 重力 ポテンシャル 導 否 表 に より 生 する 調和 モー 

_ の 1950 年 No. 4, No. 6 1951 年 No. 1 を みる メン ト の 決定 に つい て 3 
こと が で きた だ ので, それ か ら う か ぐい えた だ ア 同盟 カラ ーシュ ニュ ジュ アー ゲー: の ラク 20 
の 地震 胸 お よび 固い 地球 物理 開 係 の 研究 汰 況 を , の 「 紋 路 の より 大 な る 正確 さ の 別 定 」 に お ける 地 。 

科 提 に 紹介 し て お きた い . 磁 舞 の 問題 

同 思 報 は 水圏 無 圏 の 地球 物理 も ふく む が , 地理 ュ ル モ ゴロ フ , アー・ エ ヌ : 土壌 の 熱 信 導 率 決 容 

の も の は すく な い . 年 6 期 , 了 月 刊 で , 毎 貴 100 の 問題 ' 
頁 内 外 あ り , 紙質 は 上 等 で は な い が , 従来 の 「 地 ュ ン ドー ルス キー, エー イー: 粉 庄 お よび 短 


震 」 よ り は は る か に よく , 印刷 も 鮮明 で , 寅 思 は の 磁性 理論 (No. 4) - 午 

テー ト 紙 を も ちい て いる . か つて の アツ 同 盟 の きた クロ ポー トキ ン , ベー エヌ 5 シュミ ッ ト の 字 。 

な い ゃ の と は 格段 の 差 が ある . 全部 ロ シ ヤ 女 で あ 宇 論 と 地球 の 構造 . 

り , 外 國 語 の 要約 は つい て いな い . リャ プー ラシー デー アー ジラ シッ シグ ey ュー シ ジ _ 
1950 年 (第 14 人 ) の 肉 容 か ら , 固い 地球 物理 ナ , エス ・ エ ム : 地震 の 反 到 性 の 問題 (No. 6) 

本 人 係 の も ゃ の を ぬき だ す と , つぎ の と お り で ある . モナ ー ホ ブフ, エフ ・ イ ー: 地震 の よこ 濾 の か た 
アテ ンタ ィ ン シン ェ ロ ン , エム ・ エ ス .: ば ね づり の より の 諸 問 題 (No. 6) 

二 爽 共振 (No. ?④) ムー ヒナ , ゲー・〆ー: 二 媒 質 の 接する 上 に の 
ベー ル ゾ ジン, イー エス , エビ ナー チェ ワ , ア る 議 農 の 民 蔽 数 果 (No. 2) ee 

ーー エム: 地震 洲 の 己 項 (No. 6) ズバ セー チュ ニッ ク , イー・ ペ ー: 探査 用 地震 計 - 
90202 ニー フ ンジ シアー アー ジグ ウジ トン た ほ 検定 の た め の 振動 豪 (No. 6) 「 SN 

ー・ テ エル : シェ レシ ェ ー フ スカ ヤ , エス ・ ヤ ー: ウ セミ ョ ー ノ フ , ヴェ ー・ ゲ ー: 熱 ・ 甘 竹 (テル 


クラ イナ 西部 の 重力 異常 と 大 地質 構造 と の 関係 そ ・ バ リ チ ェ スキ エニ ) 地震 の 理論 か ら の 者 干 の 小 _ 
- ダヴ ャ ー ロ フ , エス ・ エ ス : 地下 構築 物 の まわ り 際 的 結論 ' 


TMR 


ECSS2NN 


XXIV, No. 3, 1950. 


モナ ー ボ ポプラ) エス イー: 


洒 地震 の 朋 


チー ホッ ノン, アー・ エ ヌ : スク ー チ ャ レウス カ 

ヤ , オー・ ア ー: 不 培 一 成 訂 尋 錦 中 の 電流 1 
(No.3) 

ーッ ン 押 ン 2 デー・ 研 区 
電流 

_ 同上 : 拡 物 線型 方 程 式 の 第 三 簡 界 人 問題 

チェ ノル レト ュー アツ, エー・ イ ー: 造 構造 入居 モデ 
| ん の 若干 の 結果 . 
つぎ に , 同 皿 報 1951 年 (第 15 鍛 ) No.1 に 


不 交 一 成層 尋 質 申 の 


ある も の で , 固い 地球 物理 の 分 は 
3 べ ベロ ウー ツ フ , ヴェ ー ヴェー 
と その 準 化 の 問題 (第 1 部 ) 
還 。 デー イツ ュ ェ フ , エリ ー ペ ー: ズ ヨリ ンス キー, 
簿 科 人 つの 紗 性 識 の 境界 面 に 王 生 す る 
。 和 失 頭 波 ( 狗 折 流 の こと ) の 研究 . 

和 ボン ダー レン ュ , アー・ ペ ー: 
| 
し 
3 
8 


池内 施 村 


地震 流 の 原因 に 
、 疫 する 若干 の 査 料 が 
ラス ノ - ゴ ー ル スカ ヤ , 2 の 5 磁界 を 
| 弁 示 する クベ ッ キ ー の 「 モ デザ ィ ッ ク 」 増幅 中 利用 
。 の 條 件 . 
| < ある. た お 乱 末 に 1950 年 中 の 他 旋 に 琴 表 され 
| た 答 廊 の ご く 人 簡単 た 砂 銚 が ある の で , それ を , こ 
| れる も 題目 だ け す あ げ て お く . これ は 家 朋 に つ ざ く こ 
| > に な つて いる . な お No. 4, No. 6 (1950) と 
No. 1 (1951) は 関 主 また は 複 富 を 御 需 望 な ら ば 
あぁ あらかじめ 御 寺 絡 の うえ 小生 研究 守 に お いで 下さ 
い 、 用 意 し て お きま す ・ 

1950 年 に 柄 表 され た 地球 物理 の 論 1 地震 肌 . 
- 1) 地震 向 測 の 解 租 

ベー ルデン , イー・ エ テス: 移 折 地震 波 俺 播 の 運 
動 學 的 諾 問題 , ツ 同 盟 科 史 胸 寺院 地球 物理 研究 所 
振 報 ** No. 9 (136), 67 一 83 頁 1950. 

ケイ リス ボー ロッ ク , ヴェ ー・ イ ー: 地震 製 測 
だ よる 震源 の 動力 學 的 特性 , ツ 同 盟 科學 胸 王 院 記 
要 **x LXX No. 6, 995 貢 , 1950. 

同上 : 震源 の 動力 史 的 媒介 鍵 敷 決定 に つい て 
の 問題 。 同時 科 員 學院 地球 物理 研究 也 朱 
、 No. 9 36), 3 一 19 真 , 1950. 
マサ ー ル スキ ー,。 スズ ・ イー: 


、 地震 魚 震 の 震央 分 布 , ツ 同 盟 科 原 胸 寺院 紀要 
が こと | 


ーー 


Tc) 


デシ ジェ ハバ ー ド 


ッ 同 思 科 取 土 院 地球 物理 研究 所 功 報 
No. 9 (136), 43 一 57 頁 , 1950 


同上 : よこ の 拉 方 向 の 決定 , 岡上 No 9 


(187), 58 一 66 頁 , 1950. 


ロー ジア, エー・ ア ー: 貼 央 アジ ア の 地震 の 震 
源 , 震央 の 分 布 , 同上 No. 10 (137), 
1950. ウ 
2) 地震 渡 の 優 播 ( 理 給 と 加 了 ) 

102 で ニン 1 の さこ NG 
NSH 


連 貫 媒 了 の 一 炊 お よ 
ツ 同 盟 科 聖 硝 王 院 
若 報 No.9 (36) 84 一 121 頁 , 2 


地球 物理 研究 
1950. 5 
ケイ リス ボー ロッ ク , ヴェ ー・ イ ー: 地震 の 等 き 


偵 岩 源 の 問題 , 同上 No. 9 36), 24 一 42 頁 , 
1950. 
クー スコ フ , アー・ エ エム : 
折 , ツ 同 盟 科 胸 
の か ちら クー の (9 
弾 手 理論 の 動力 胸 的 問題 , ジェ ュ ダー ノラ フ 名 移 レ = 
ング ラー ド 大 彰人 報 第 17 鐵 1949 年 


告 院 紀要 , LXX, No. 2, 1950. 


3) 地震 計器 
オス トロ ウス キー, アー・ エ テー: 地震 生 測 所 の 
た め の 定 電 麻 毅 置 , 


完 所 茂 報 No. 9 (136), 127 一 131 頁 , 1950. 


同盟 科學 胸 二 院 地球 物理 研 


納 性 定常 振動 の 交 


等 方 球 の 場合 の 


9243 抽 吉 


同上 : 張 志 警報 八 同上 No. 9 (136), 132 一 


138, 1950. 


同上 : 高速 記録 (40 m/sec 迄 ) シュ レイ フォ 


ラ ・ オ ッ シ ャ ログ ラブ フ , 同上 No. 9 (136), 134 一 
98 画 国 胡 語 9505 
2) 地 展 地 暫 交 前 大村 造 

カッ ツジ , アー・ ゼ ー ブー チュ コブ フー テス ・ ヴ ェ 
ー: 爆 華 に よる 建築 物 の 振動 の 問題 , ツ 同盟 科 


路 史 士 院 地球 物理 研究 所 抽 報 No.9 (136), 122 


ー195 頁 , 1950. 


ュ ル チェ ンス キー, イー・ エ エリ: 振動 する 基礎 
(に より お こさ れる 石造 建築 物 の 振動 ,「 建 設 工 業 」 
No. 6, 1950. 

II 地球 成因 論 
ンコ ド の ッ ミー ュー 


生 , ツ 同 盟 科學 双 十 院 報 


和 肌 星 と そ cv の 衛星 の 商 
『。 物 更 朝 報 XIV. 


。 38 38) 2 


_No. 1 29 一 45 頁 1950: ツ 同 盟 科 胸 胸 土 院 地 球 物 
理研 究 所 幼 報 No. 11 (138) 1 一 20 頁 , 1950. 

同上 : 地球 の 起源 論 に つ いて の 四 つ の 講義 , 
第 2 版 . ツ 同 盟 科 路 双 土 院 出版 1950. 

フェ ー セ ン ュ ン , ヴェ ー・ ゲ ー: 地球 と 惑星 と 
の 進化 の 問題 72 頁 , カボ クス タン 科 哨 充填 院 出 
' 版 。 アル マ ・ ア タ , 1950. 

1s 相 < の 2 

以上 論文 の 題目 を あげ た ゞ さけ で ある が , と に か 

くい ろ い ろ の 研究 が 相 営 活 竣 に お こ な わ れ て いる 


婦 に つい て 検討 し て ゆく 必要 が ある と 思わ れる , 

現在 占領 下 で も , 連合 國 の 各 國 と , 一 鷹 の わ く 
の 中 で は あつ て も , 区 第 に この ょ よう な 変 流 の 機 會 
を も で る よう に な つた こと は ,。 きわ めで て よろ と ば 


、%% Doklady Akademii Nauk SSSR (か つて 請 
こと は うか で ゞ われ る の で , 今後 と も $ 入 手 し 5 る 論 


し いと 思 今後 と も 搬 問 の 交流 は 政治 に 左 有 さ | 
れる こと な く あ ら ゆ る 國 々 と の 間 に 旨 化 する よう 
努力 し た いも の と 閉 える 区 第 で ある . (1951. 5.1) 


※  ]zvestija Akademii Nauk SSSR, Serija 
Geofiziceckaja i Geograjiceckaja. 3 
%% Trudy Geofzieeskogo Instituta AN. 
SSSR (な 1950 年 に 以前 の 地震 研 先 所 
(Seismologi6eskii Institut) が 地球 物理 研 
究 所 に 統合 きれ た ので, 従 座 の 地震 研究 所 』 
損 報 が 本 誌 に ひき つが れ た わけ で ある ・) 
は Comptes Rendusrde Acad. Sci. URSS E 
と し て 主として 仙 娘 の る の が ロ シャ 交 と 併 
行 し て だ され て いた が , 現在 は と の ロ シ ヤ 
交 の も の だ け に な つた .) 


訂正 : 地球 中 間 層 の 不 連 
績 性 に つい て 


[地震 3 答 , 2 競 , 17 一 21 損 (1951)〕] 
京 郡 大 學 地 球 物理 西武 照雄 
上 記 論 婦中 の 過誤 を 訂正 し ます . 
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谷 20 頁 の Fig.1 は ん / ん の 表 値 を 彫 示 する 際 に 


スケ ー ル の 取 誤 り の た め 欧 の 賠 の ど と く 〈 訂 正す 
る 。 徒 つて S4 は 欧 の 如く 書き 更 め る . 
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84. ん は 営 融 文 は (1Te6?) に 比例 し て 増上 
加 す る が と の 際 に は 後者 の 方 が 礁 か と 思わ れる . 
Fig 1 は 乏 に 反し 減少 虹 を 有 し て いる が 乏 は 物質 
の 成分 の 箇 激 な 考 化 若しくは 多 形 韓 移 が 起 つ て ゐ 
る と 思わ れる . 

徒 つて 地球 中 間 層 を 次 の 部 分 に 分 け る と と が 中 
夫 る . 


( 卓 位 料 ) 33 一 400 人 人 
400 一 600 A/ 
600 一 800 BS 二 
8002600 8 
2600 一 2800 2 


人 A 及び C は 夫 そ の 範 園 に た 於 いて 大 骸 一 鐘 な 部 分 
と 考え られ , B は 念 激 な 龍 化 の ある 部 分 で あぁ る - 
人 AC/ は 夫々 る 異 つた 居 の 間 の 韓 移 礎 と 思わ れる . 
従来 の 20* 不 連 績 性 は 本 質 的 部 分 が 600 ょ り 始 
つて いる よう に な つて いる 5 千 注 目 に 値 し よう . 


阿藤 山 中 岳 第 1 火口 は 4 月 30 日 どろ か ら 活 
舞 を 時 し , 5 月 4 日 に は 山 ろ くに 隆次 が あり , 5 
。 月 28 日 に は 少量 の 表 熱 叶 石 が , 6 月 2,3 日 に は 
。 人 身 大 の 噴石 が あつ た . 


三原 山 2 月 4 日 に 再 活動 し , 叶 石 活動 と 燈 涯 
の 湧出 と が 行わ れ た . 3 月 に は 内 輸 山 か ら 北 西 火 


日 原 に あふ れ た 次 岩 流 は 徐々 に 火 日 原 を お お い , 
3 月 年 ば に は その 先端 は 外輪 山内 壁 に 達し , さら 
に 痴 岩 は 外輪 山内 壁 に 洛 つ て 北東 に 流れ , 3 月 下 
旬 ま で 貫い た . 3 月 24 日 か ら 表 日 間 内 輸 底 北西 
部 に 赤熱 の 痴 岩 湖 が 出現 し , 3 月 27, 31 日 に は 


内 輪 山北 側 か ら 北 東 泉 津 の 方 向 に さら に 燈 涯 が 流 


出し た . 4 月 上 旬 に 活動 は 一 耳 王 えた . 4 月 16 日 
6 時 30 分 どろ ふた た び 活 洪 な 噴火 を は じ め , 内 
輪 底 2 箇所 に 赤熱 の 岩 湖 が 績 現し , 19 日 に は 
肉 輪 山 か ら 商 崖 が 流出 し た が , 同日 夕刻 に は 奏 え 
た . その 後 , 4 月 27 日 夕刻 か ら 噴 火 を は じ め た 
が , 5 月 1 日 に は 究 え た . 5 月 6 日 0 時 40 分 ご 
ろ ま た 嗜 火 を は じ め た が , 召 7 日 朝 に は お だ や か 
ES の つ 7 に : 

浅間 山 3 月 5 日 11 時 38 分 ご ろ 後 噴火 し , 
叶 頑 は 700m 鈴 り に 上 尋 し た . 

昭和 26 年 5 月 6 日 の 中 央 アメ リカ ・ サ ル バ ド 
大 地震 サル バド ル 東 部 の Chimaneca 町 (人 


f 
唄 


口 17000 名 ) お よび Jucuapa 町 (人 口 12000 名 ) 
は 6 日 23 時 03 分 どろ (G.M.T.) と 23 時 08 . 
分 ご どろ (G.M.T.) に 起 つ た 大 地震 の た め に 町 の 
802% が 破壊 し Jucuapa 町 だ け で も 死者 が 1000 名 
に も の ぼ つ た . この 地震 の た め に 電信 は 不 と な . 
り , Usulutan の 東方 の 町 Berlin, Santa 選 1ena, 
El Triunfo で ふる 被 雪 を うけ た . これ ら 災 雪 地 の 
住民 送 は 不安 に お の さい て いる が , サル バド ル の 
赤十字 総裁 は 被害 地 一 融 に トラ ッ ク , 病院 車 , ジ 
ー プ "を 調達 し 表 索 に あ た つ て いる . 

な お この 地震 の 震央 は 北緯 13.5 度 , 西経 88 度 
で 多 震 が つぶ ざい て いる . 

昭和 26 年 2 月 15 日 の 温泉 岳 隔 近 の 地 肛 15 
日 16 時 11 分 ご ろ 温泉 病 附 近 に 小屋 域 地 震 が 起 
り , 九州 の 大 部 分 で 人 醒 に 感じ た . この 地震 は 規 


横 は 小さ か つた が 起 つ た 場所 が 火山 地帯 な の で 往 ・ 


目 を ひき 地元 で は 相 堂 さ わが れ た . 
震央 は 北 紳 32.8 度 , 東経 130.2 許 で 深 さ は 
0 一 10 km の 極 く 浅い 地震 で , 温泉 皇 の 震度 は 中 
震 で あつ た . 
この 孝 震 は 倫 記 が 多数 あつ た が 月 末 ま で に 有 感 


_39 回 無 感 375 同 で 3 月 に は 有 感 11 回 , 無 感 。 


29 回 と だ ん だ ん すく の 二 7SMSDYKG 


記事 


日 本 地震 史 但 料 を 中 心 と し た 地震 火山 に 
開 す る 展示 會 及び 講演 會 の 開催 

本 年 5 月 15 日 より 6 月 3 日 に わた り 地 震 研 究 
所 , 中 央 気象 宇 及 び 震 災 牧 防 幼 會 の 後援 の も と に 
地震 胸 會 及び 國 立 科學 博物 館 共 催 で 上 記 の 全 が 笠 
毅 博 物 館 で 開催 され た . 

本 會 は 日 本 地震 傘 料 の 出版 完成 を 記念 する も の 
で 息 者 金 吉 氏 の 多年 に わた る 集 改 品 カ \ 多 出 品 さ 
れ た . その 外地 震 計 , 火山 才 測 器 配 も 陳列 され 殊 
” に 震 研 表 研 究 室 出品 に な る ベン 書 地震 計 は 一 般 抽 


医者 の 注目 を ひい た ・ 
谷 5 月 27 日 と 6 月 3 日 の 雨 日 は 講演 及び 映 四 
輌 が 開催 され た - 


5 月 党 22 儲 団 
〇 日 本 古 挫 の 大 地震 特に 東京 近傍 の 大 地震 に 就 い 
て ] 武 者 金 杏 兵 
〇 三原 火山 の 現 過 , 村 内 必 典 氏 
6 月 3 日 
〇 地震 胸 の 日 本 的 距 展 河 角 廣 氏 
〇 地震 搬 知 へ の 道 和 達 清 夫 氏 
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40 (40) 克 答 


ロワ 武 氏 
何 雨 日 と ぁ 講 演 會 終了 後 下記 の 如き 映 書 が 上 映 
きれ 755 
〇 貞 東 大 震 秋 記 銭 映 書 ( 優 研 所 基 
〇 怒る 三原 山 
〇 ハッ マイ 火山 (天然 色 ) 
第 7 同 況 術 講演 會 
1951 年 5 月 23 日 , 24 日 , 25 日 の 3 日 に わた 
り , 中 央 気象 豪 内 に お いて 第 7 回 地震 月 會 多 術 講 
演 會 が 行わ れ , 下記 の 研究 績 表 が な され た . ま た 24 
日 午後 は ,。 は じ め て の と ょ ろ み と し て 。 シンポ ジ 
ッ ム を 計 寺 し , 今夏 の プリ ュ ッ セル で の 國際 合議 
の 議題 中 , 脈動 の 成因 お よび 名 稀 と 地震 濾 位相 の 
名 各 と を と りあ げ 討 論 を 行 つ た . 脈 動 に つい て は 
岩上 多 彦氏 ( 震 研 ), 池上 良 不 氏 ( 震 研 ), 鷹野 卓蔵 
氏 ( 気 象 亭 ) の 報告 を 中 心 と し , 地震 濾 位 相 に つ 
いて は 河 角 鷹 氏 ( 震 研 ) の 報告 を 中 心 と し て , 活 


(村内 必 典 記 ) 


湊 な 自由 討論 を お こなつ た . 詳細 は 別 策 を 参照 さ 
07GUS 
地震 時 會 講演 會 
時 5 月 23, 24, 25 日 
所 中 央 気象 
第 1 日 (23 日) 


1. 高木 琴 君 (中 央 無 象 豪 研修 所 ) 
大層 面 か ら 出 る 流動 (20 分 ) 
2. 本 間 正 作 君 (地震 覇 測 所 ) 
多 性 流動 論 の 初期 値 問題 (20 分 ) 
3. 本間 正 作 君 (地震 載 測 所 ) 
不 均質 中 間 層 に そう? 境界 渡 (20 分 ) 
4. 西武 過 雄 君 ( 京 大 地 物 ) 
地球 内 部 の 湿度 分 布 に つい て (20 分 ) 
5. 和 島津 康男 君 (東大 地 物 ) 
地球 内 部 の 密度 分 布 と 重い 物質 の 分 布 (15 分 ) 
6. 佐 野 深 一 君 (名 大 物理 ) 
伊勢 洛 周 導 の 水準 鍵 化 に つい て (20 分 ) 
6. 山口 生 知 君 (地理 調査 所 ) 
最近 の 邊 均 海 水 画 の 符 化 に つい て (15 分 ) 


了 原 節 議 君 (東大 震 研 ) 
笠原 慶一 君 (東大 震 研 ) 


油 密 で 観測 され た 土地 傾斜 伸縮 の 経年 獲 化 に 
つい て (15 分 ) 

8、 細 山 詩 之 輔 君 ( 京 大 地 物 ) 
線 度 織 化 の Chandlar 周期 に つい て (20 分 ) 


9. 松島 昭 震 君 ( 京 大 聞 物 ) 


10. 


引 


12. 


・ 小 川 健三 娠 (地質 調査 所 


. 熊谷 直 一 君 ( 京 大 ) 


14. 


14 


14/ 藤 本 女 彦 君 (中 央 無 象 亭 ) 


ト に 


第 2 日 (24 日 ) 
15. 宮本 貞夫 君 (地球 物理 研究 所 ) 


16. 


0 


18. 


20. 


必 寺 


2 


自記 水管 原 衝 計 (15 分 ) 
小澤 和泉 夫君 ( 京 大 地 物 ) 
土地 の 歪み の 吉 年 及び 年 鍛 化 の 製 測 と 無 過 及 
び 降 二 の 年 度 化 に 及ぼ す 影 響 に つい て (20 分 ) 
地質 調査 所 物理 探 氏 部 っ 生計 
ノー ス ア メリ カン 型 宣 力 計 に よる 宣 力 測定 に 
つい て (20 分 ) 

ー 戸 時 雄 君 ( 京 大 地 物 ) 
京都 附近 の 宣 力 測定 (20 分 ) 


早川 正 己 参 (地質 調査 所) 
片 寄 邦 之 店 
三原 火山 の 電力 測定 (2) (20 分 ) 


宣 力 異常 の 分 布 か ら 地下 密度 不 連 績 面 の 深き 
を 求め る 近似 法 (20 分 ) 

村内 必 典 君 (科學 隊 物 館 ) 

三原 火山 第 二 期 活動 経過 及び 二 , 三 の 笛 測 結 
果 に つい て (20 分 ) 


市 川 政治 君 (中 央 無 象 豪 ) 
村井 五郎 君 (中 央 無 象 客 ) 


ォ ホ ー ツ マク 泊 深 本 地 震 の 駿 測 結果 ( 15 分 ) 


核 内 の P 波 速度 に つい て (15 分 ) 


走 時 異常 と 氏 時 調 係 の 誤差 と の 関係 (15 分 ) 
岸本 兆 方 君 ( 京 大 地 物 ) 
走 時 曲線 の 重ね 合せ に つい て (20 分 ) 


吉山 良一 百 ( 九 大 物理 ) 
大 原論 生 材 ( 九 大 物理 ) 


雲仙 地震 の 通信 調査 その 他 (15 分 ) 

高 本 回 君 (中 央 無 象 亭 研 修 所 ) 

南海 道 地 震 の 魚 震 に つい て (20 分 ) 

吉川 宗治 君 ( 京 大 地 物 ) 

深 呈 地 震 の 病 震 民 域 に ょ る 振動 特性 に つい て 
(20. 分 ) 

宮本 貞夫 君 (地球 物理 研究 恥 ) 

深 吉 性 地震 閉 に 開 す る 一 却 察 (15 分 ) 

区 井 下 二 君 (東大 地 物 ) 

日 本 と その 近く に 於 ける 地 震 活動 に つい て 

②0 分 ) 
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記 - 23. 


河 角 遍 君 (東大 震 研 ) 
地震 の 大 き さ に つい て ( 貫 報 ) (15 分 ) 


23/ 井上 宇久 
- 脆 双 周 (中 央 押 象 剖 ) 


護 君 (中 央 無 象 間 ) 
地震 の 規模 階級 に つい て (15 分 ) 


23/ 井上 宇 出 君 
簡 双 (中 央 無 象 亭 ) 


護 君 (中 央 無 象 豪 ) 
最大 動 の 振 巾 と 震央 距離 と の 敵 係 に つい て 
(15 分 ) 


〇 自 由 宝 論 


Brissel 會 議 の 議題 に つい て 
③ 地 震 濾 の 位相 の 名 血 に つい て 
② 須 動 の 起き る 原因 に つい て 


第 3 日 (25 日 ) 


。 23% 藻 坂 清信 君 (地震 笛 測 所 ) 


24. 


25。 


26. 


27 


- 二 22 


2 


30. 


31。 


2。 


33。 金 


地震 計 振 子 と 増 倍 座 用 柄 杵 の 連結 に つい て 
(15 分 ) 


金野 仁君 (徳島 大 ) 
地震 病 測 用 自由 振動 音 駐 時 計 の 試作 (15 分 ) 


匠 木 次 郎 君 (東大 地 物 ) 
望 君 (東大 地 物 ) 


に の 試作 及び 軸 測 緒 果 
(15 分 ) 


小林 直 太 若 (東大 地 物 ) 

油 を 使 つた 減 奏 装 置 に つい て の 小 験 (10 分 ) 
吉山 良一 妊 ( 九 大 物理 ) 

天 原 人 生 大 ( 九 大 物理 ) 

ュ ン クッ ー ト 丸 秩 の 振動 窒 (15 分 ) 


莉 左 患 二 君 (東大 地 物 ) 
友田 好 女 君 (東大 地 物 ) 
尾崎 幸男 君 (東大 地 物 ) 
鈴木 弘道 君 (東大 地 物 ) 


Rotation を 描く 地震 計 と その 記 象 (10 分 ) 


0 
友田 好 父 君 (東大 地 物 ) 
TOw-pass 岳 ter を も ふつ 加速 度 計 に つい て 


(3 分 ) 


草 井 忠 二 君 (東大 地 物 ) 
友田 好 交 君 (東大 地 物 ) 


地震 動 だ け を 無 内 な く 記録 する 尊 置 10 分 ) 


人 田 敏 君 (東大 地 物 ) 
望 君 (東大 地 物 ) 


ーー レシ ン の の 

秋 間 哲夫 君 (東大 震 研 ) 

振り 振子 低 域 渡 波 器 に ょ る 表面 渡 の 研究 
(20 分 ) 


子 徹 一 君 (地質 調査 刀 ) 
測 沿 米 二 旭 (東大 地 物 ) 


弾 性 波 試 験 の 一 例 (20 分 ) 


記 事 2) な 


宮村 搬 三 君 (東大 震 研 ) 
「 是 浦 賢 著 (東大 震 研 ) 


蛇 設 電話 線 利用 織 没 方 式 に よる 地震 測 用 

時 人 迄 及び 保守 電 語 (10 分 ) 
34 久保 寺 章 若 ( 京 大 地 物 ) 

地震 渡 の 潤 語 か ら 求 め た 地殻 の 粘性 (15 分 ) 
35. 洋 上 多 刻 君 (東大 展 研 ) 

池上 上 古 君 (東大 震 研 

吉岡 久義 君 (東大 展 研 ) 

簡便 な 地震 記 象 語 取 半 置 (3 分 ) 


36. 高橋 配 太 郎 君 (東大 震 研 ) 
下 能 金太 郎 君 (東大 震 研 ) 
下 鈴 大 輔 君 (東大 震 研 ) 


津 浪 の 模型 賀 鹸 速報 15 分 ) 


367 0 本 (中 央 無 象 亭 ) 
考 一 若 (中 央 無 象 亭 ) 


人 
する と と (5 分 ) 
脈動 の 成因 お よび 地震 波 位相 の 名 各 に つ 
いて の 討論 會 
第 7 回 地震 現 會 研究 衣 表 講演 會 の 第 2 日 (1951 
年 5 月 24 日 ) 14 時 より 中 央 無人 豪 内 中 村 紀 念 
館 に て , 今夏 ブリ ュ ッ セル に て お と な われ る U. 
G.G.1 練 で の 討論 議題 , 特に 須 動 の 成因 お よび 
地震 渡 位相 の 名 各 に つい て の 討論 兆 が お こ な わ れ 
た . 河 角 委員 長 換 拶 の の ち , 吉山 良一 氏 (九州 大 
路 ) 座長 に お され , 議事 に ほ は いつ た . 肝 席 者 は 約 
40 名 で あつ た : 
1. 叔 動 の 成因 
1.1 主 論 資料 解説 骨 上 多 彰 氏 ( 震 研 ) 
1.2 人 台 鳳 と 脈動 に つい て 麻 野 卓蔵 氏 ( 中 央 無 
旬 亭 ) 
1.3 三 時 笛 測 法 に よる 豚 動 龍 測 結果 岸上 科 
彦 , 池上 良 牌 十 氏 ( 震 研 ) 
1.4 自由 討論 ' 
2. 地震 涼 位相 の 名 衝 
2.1 主 論 論 料 解説 河 角 麻 氏 ( 岩 研 ) 
2.2 自由 討論 
1 内 上 氏 の 討論 但 料 と し て の 脈動 の 原因 読 お よ 
び 須 動 の 分 類 , 記 朋 等 に つい て の 歴 喝 的 解説 に つ 
ゞ いて , 護 野 氏 が 最近 の キテ ィ 人 台風 (1949) か ら 
以後 キジ ア 人 台風 (1950) ま で 5 つの 台風 と 1931 年 
4 月 の 低 気 除 の 場合 に つい て , 豚 動 の 振幅 , 湯 其 
の 消長 と 低 気 葬 申 心 の 位置 . うねり の 炊 況 等 と を 


了 和 (⑯) 


2 時 し た 時 を 明美 さ れ た 。 つぎ に 提 池上 
、 二 氏 が , 小石 川 征 物 園 お よび 三 應 天 婦 記 構 内 で 三 


虹 柚 測 法 に より , 脈動 の 依 播 方 向 , 信 播 可 度 を も 
_ と め , 低 無 除 の 位置 と 比較 し た 結果 を 呈 表 され 

た だ た. これ ら の 結果 は 互 に 開 連 する と と ろ が あり , 
活 湊 な 討論 が あつ た が 原因 に つい て 決 論 を う る こ 
_ と は 勿論 で き な か つた . そし て , 結局 今後 大 規模 
な 計 圭 に よる 共同 研究 を 行う べき で ある と い 5 こ 
と が 准 認 され た .( な お , 区 吸 に は 別に 
_。 に も と づく <, 有 動 に 関す る 怒 合 報告 を の せ た いと 
上 感 つ で いる ) 

2 地震 波 位相 の 名 用 の 現 在 各 較 各 節 測 報 告 等 
も ちい られ て いる 記 肝 に つい て の 詳細 な 統計 が 河 
-. 角 氏 ょ り 斉 料 と し て 量 出 され た . 河 角 民 の 説明 に 
より 問題 ほ はつぎ の 庄 陸 に ある こと が わか り , それ 
_ ぞ れ に つい て 討論 し て 一 鷹 の 結論 を だ し た . す な 

お あら 
1. 憶 震 連 時 波 

HRPDDPPBSSJpP な と ZENR PR SR 

pFR』。 な どい づれ の 方 葵 を と る か . これ は 前 
者 の 方 を と る . 

1.2 PKP,PKP,,PKP。 と P/ PP。 と いづ 
。 れ を と る か . これ は 正式 に は 前 者 と し , 略記 
、 名 と し て 後者 を みとめ る . 

1.3 PKPPKP etc, と PE/P/ etc と いづ れ を と 

る か .・ これ は , あま り し ば し ば 使用 され る も 

. の で も な いか ら 。 正式 に は 前 者 と し 略記 競 と 

し て 後者 を みとめ る 。 
表面 流 等 


この 主 論 滞 


クウ 1No コ ジー リー 波 ラ ア 波 の 識 に つい 
の 種類 が 未定 の 表面 流 は L。 レー ザー 波 / 
ヴ 〆 波 と きま つた 場合 ほ Lr La と する . (これ 
は 忠 央 無 象 豪 に て 現行 の も の で ある と いう の 


で きま つた が , 委 は 末 鷹 氏 ょ り 績 言 あ つた ご 誠 


と く LR, Lo か 現行 で ある の で と の 信 の 結 。 
論 と し て は 決 容 で き な い ) 

2 WM は 最大 動 の 最大 の LC つけ る 。 

・3 GOC,T な ど は まだ 非 会 認 の 位相 と する ・ 

近 震 詳 波 

・1 P, S と Pg, Sg と で は , 日 本 で は 前 者 を 

つか いな れ て いる が , これ か ら は 後者 を , タ 


イプ の 便 な どか ら , 用 いる よう に し ょ う .g 


は granitic の g と 思わ ず , 02 2084 

- ベッ ト の 字 と 考え れ ば よい . 

3.2 R*。S* も メイ ブ で きる Pe 式 の も の に し 
た 方 が よい と いう 意見 が で た が 結論 は で な 
5 の 7 

地震 計 の 党 敷 は , 8, 7。, e, ん , の な と 現行 

と どおり, の 人 WO の ゃ 7 失 ろ 上 

會 . 
地震 君 綿 會 「 

5 月 25 日 午前 の 講演 終了 後 , 會 場 に て 今年 の 

細 剣 を 行 つ た . 委員 長 挨 抄 , 會 対 報告, 庶務 報告 
あり , つぎ に 地球 物理 胸 係 瑞 會 連合 結成 促進 に 
つい て の 決議 を 行い , 日 本 交 術 信 議 地球 物理 過 
完 連 絡 委員 偽 に その 推進 方 を 要請 し , 敵 係 各 太 會 


宛 ( 具 骨 的 宛先 撰 押 は 委員 會 一 任 ) に 呼び か ける 填 


7 ベン つ 7 


コ 1 
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_ UNION GEODESIQUR et GEOPHYSIQUE INTBRNATIONALE 人 の: 
ASSOOCLATTON DE SETISMOLOGTE 2 
Assembl6e Generale de Bruxelles, 2 
AoQt 1951 6 
Circulaire 2. 2 
Horaire proyvisoire des Seances de Association de Seismologie 6 を 人 CG 
20 AoQt: Inscription des participants, distribution des documnents (resum6s, etc・・) 8 に 
5) 14h. 30 Comit6 executif de PU. G. G. っ っ 
17h. 00 Conseil de PU.G.G.t 「 
_201h. 00 Comite fnancier de IU. G. G.T. 2 < 
21 AoQt: 10h. 30 S6ance dyouverture de PAssembiee et Seance pl6niSre au Palais des 。 
3) Beaux-Arts. W 
12h. 30 Lunch offert par le comit6 national Belge. > 
14 h. 30 Association de G6odesie: Adresse presidentielle. ee な 
16h. 30 Adresse du President Stoneley., 4 0 6 NN 
17 h. 30 Reception 1hOtel de ville de Bruxelles. で 
22 Aout: 9h. 30 Seance de travail: Rapport du secretaire gen6ral: questions admi- 
(Tekeredi) nistratives et nancieres, exarmen du reglement int6rieur. 
14h. 00 Sance de travail: Questions d?organisation scientifique (Symboles, CB Se 
codes, fches, dictionnaires, etc・・・・) ] と 3 と 
15 h. 15 Adresse presidentielle (Association de Volcanologie ) 隔 
16 h. 30 Reprise de la seance de travail. oi 
23 AoQt: 10h. 00 S6ance commune avec Association d?Oc6anographie Physique: “Ex- 
(Jeud3) ploring the Ocean Floor”: exposes 86iatnologiques par IMM. Emwing, 
Hil1, discussion. (で 送 
14h. 00 SG6ance de travail: Organization de reunions 6ventuelles en 1952 et  . ッ 人 な 
1953: Collaboration entre Seisrmologues Europ6anSs. | 
24 AoQt: 9h. 30 Sance de travail: Election du bureau et du comite executif de 3 
(Vendredi) 1 Association: cormmunications scientifniqueS. 
N 14h. 30 Visite de 1a station seismologigue の Uccle et expos6 par M.le DrO- 。 「 
fesseur Charlier sur Ia seismnicit6 de la Belgique. ' 
6 8h. 30 Excursion 3 Anvers et sur PEscaut, retour dans 1a soiree. 本 
26 AoQt: Sous la direction du professeur Charlier excursion de PAssociation 。 0 
(Dimanche) de Seismologie dans la Vallee de la Haine: etude geologique et に 区 7 
seisrnique du Hainaut et visite dyun charbonnage. - Ni の 
6 9h. 00 S6ance de travail: Communications Scientifiques, 8 
14 h. 30 S6ance de travail: Communications scientifiques. < 
0 9h. 00 Seance de travail: Rapports nationaux. 
14 h. 00 Symposium organis6 par le C. O. P. E. IL.: mouvements de la crote 
terrestre. ー = 地 
29 AoQt: 9h. 00 Symposium organise par le C. O. P.E.[: La natare du noyau 3 
(Mercredi) PEGSEG: : 


AM 上 
で 人 か プン \ オ の スー テー な 
Pa で 4 3 本 と 区 
由 『 の と) 6 ほじ 

> の ) こっ 2 と の 
- し 了 っ か と ョ で > 

【 4 ー ロ 

3 、 n とう < < に が ザ 。 
こ \ っ 才 ま と で し 1 
44 (44) ' で 


14 h. 30 S6ance commune avec 1es Associations de Met6orologie et d/Ocano- 
graphie: Le mouvemment rmicroSs6iSrnique. - > 


y (edD・ 9h. 00 SGance de travail: Communications SCienti 有 iqUeS. 
ド 14h. 00 Visite_de centre g6ophysique de DourDbes. 
31 AoQt: 


(Vendredi) 91h. 00 SG6ance de trayail: Commnunications scienti 且 queS. 
14h. 00 Se@ance de travail: Commmunications scientifiques. 
19h. 30 Diner offert par le Comit6 Belge. 

1 Septembre: M 


10 h. 30 Assemblee pleniere de clOture. 


L:Assembee de PU. G. G. 1. sera preced6e du 16 au 18 AoQt d'une r6union organiSee . 
par Je C. O. P. E. 1. (Joint Committee on Physics of the Earfhys Interior). 
Cette reunion, & Jaquelle 1es s6ismologues sont invit6s & assister,se tiendra avec le 
prOgrarmrmne SuiVant: 
16 AoQt: matin Reunion de discussion generale: Forme a donner au Comnite (les mern bres 
ド du C. O. P. P. E. 1. ont seuls droit de vote, rmais tous ceux que ]a qUeS- 
tion interesse sont invites & participer a ]a discussion ) . 
16 Aout: SD Symposium sur les problemes thermniques (rechauffernent et refroidisse- 
ment de la terre, radioactivite, conductibilit6 therrnique ) . 
17 AoQt: matin et apresmnidi 
及 Symposium sur ]a constitution des continents et des fonds oceaniques. 
18 Aodt: mmatin Discussion sur ]e noyau terrestre: cette diScussiOn Sera DuTSUuiVie au COurS 
du symposium du 29 AoQt (voir ci-dessus). 
Eventuellerment un autre symposium se tiendra le Lundi 20 Aont. 


LTST 色 DES COMMUNICATTONS SCTENTTFIQUES 


Les resume6s de ces communications seront distribu6s 
aux participants a 17Assemb16e. 


A. ONDES, PROPAGATION 


1 M. Bath: Initial Motion of the First Longitudinal Earthquake recorded at Pasadena and 
HuancayO. る 

2 R. Stoneley: The Propagation of Elastic Waves in an Anisotropic Earth. 6 

3 M.EwWing and F. Press: Propagation of Earth Waves along Oceanic Paths. 

4 J. N. Nanda: Evaluation of Ayverage Crustal Characteristics from Reverberation of 
SeiSrmic Waves. 

5 D. V. Anderson and 下 . D. Northwood: Model Seismology. 

6 F. Gassmann: Elastic Waves running through Incoherent and through Damping Matter. 

s 8 7 RSaAtOS Transformation of Wave Functions related to the Transformation of Coordinates 

Systems. 

S 廿 . Takeuchi: Diffraction of Elastic Waves by an Elastic Sphere. 

9 W. Hiller: Sur ]a determination de la region 6picentrale dzun seisme d'aprGs inscrip- 

抽 ton des ondes preliminaires (P ou PKP) et des ondes supericielles. 

、 10 丁 . Hirono: On the Propagation of Tremors in a Semi-infnite Elastic Solid produced 

by Tractions acting on the Surface、 


(45) 45 


11 I. Lehmann: “PandS beyond 105??. 

12 P. Caloi: Effetti dell'attrito interno sulla velocita di propagazione delle onde sismiche 
。 Superjciali a beevissirmo periodo. 

出 3mt5 Gun-Bayer: Una ley fundamental de sismologia. 


B. APPAREILS 


14 P. Byerly: The Theory of the Seismograph With Tilts. 

15 F. Gassmann: Quelques contributions & la th6orie des sismographes et des vibrometres. 

16 W.Hiller: Un ensemble homogene de seismographes & courte p6riode et enregi- 
strement galvanometrique, construction “Stuttgart. 

17 A. Zatopek: Dynamical Magnification of a Pendulum excited by the Motion e-4% お and 
Some Other Kinds of Shock. 

18 A. Zatopek: A Torsional Recording Device for 80 kg and 200kg Wiechert SeismographSs. 

19 E. Vesanen: University of Washington・Seismograph Sation, Seattle。 Washington. 

20 P. Bremner: The Seismograph Station at Resolute Bah, N. W. T. 


C. MAGNITUDE 


21 M. Bath: Earthquake Magnitude Determination from the Vertical Component of Sur- 
face Waves. 

22 . Peterschmitt: Sur la variation de Iintensit6 macros6ismique avec la distance hypo- 
centrale. 2 

23 A. ZZatopek and J. Vank: Earthquake Magnitudes at Praha and their Relation to the 
-Revised Values of Pasadena. 

24 Ch. Charlier: Sur la determination des profondeurs hypocentrales et des epicentres 
par les methodes rmacros6iSrmniqueS. 

25 ]. Martelly: Une methode devaluation de la profondeur de hypocentre. 

26 本 . Martelly: Relation entre acceleration et les degres dntensit6 macros6irnique. 


D. EXPLOSIONS 


27 耳 . E. Tatel, M. A. Tuve and 革 . HH. Adams: Seismic Exploration of the Earth?s Crust. 
28 P.G. Gane: Instrumentation for Rockburst Seisrnology. 

29 ほ 販 H. Hodgson: Crustal Structure of the Canadian Shield. 

30 Explosion Seismic Study Group: Explosion Seismic Observations in NE Japan. 

31 ]. M. Lopez de Azcona: Velocidad aparente de propagacion de Jas ondas SiSrmicas 


Iongitudinales, 芽 parte. 


E. MICROSEISMES 


32 M. Bath: The Distribution of Microseimic Energy with Special Reference to Scandi- 
naV13. 

33 M. Bath: Limportance micros6ismnique des fronts froids en Scandinavie. 

34 D. Wadati, W. Inouye, . Hirono: Sur 1a relation des typhonSs avec le mouvement 
micrOS6iSrmique. 

35 P. Bernard: IMicroseismes & Saint IMichel de Provence. 

326 P. Caloi: Sull'origine dei mmicrosismi che interssano 17alto Adriatico. 

37 M. Giorgi: SulPorigine dei rmnicrosisrmi che intereSsano il ]Mediterraneo centrale. 


46 (46) 


F. GEOGRAPHTE SEISMOLOGIQUE et DIVERS 


38 N. Shalem: La s6ismicit6 au Levant. 
39 N. Pinar: Les regions sismiques de Anatolie occidentale (Bassins de la Mer de Marmara 
et de ]a Mer Eg6e). 

40 E. Laha: Les zones seismog6niques de 1'Anatolie orientale (Turquie ). 

41 H. Kawasumi: Measures of Earthquake Danger and Expectancy of IMaxirmnurn Seisrnic 
Intensity throughout Japan as inferred from*the Seismmic Activity since 耳 jstorical 
TimeS. ド 

42 互 . Vesanen and 本 . Jones: On Seismicity in the State of Washington. 

43 Chb. Charlier: La seisrmicit6 de la Belgique、 

44 E. Ramirez: E] Gran Terrerroto Ecuatoriano de Pelileo. Agosto 5-1949. 

45 N. Pinar: Declenchement des.s6ismmes par une brusque yariation barornetrique. 

46 E. Wanner: Sur Ja statistique des Series de SecOuSSeS. 

47 N. Oulianoff: Elasticit6 et plasticit6 de 1a croQte terrestre。 

48 A. Roussopoulos: Theory and Practice of Aseisrmic ConstructionS. 


G. ORGANIATION 


49 E. Vesanen: Some Suggestions for the Improvement of Seisrmological BulletinS. 

50 Ch. Charlier: Propositions dunification des symboles & utiliser dans les bulletins des 
mouverments micros6ismigues. 

51 E. Guyot: Petite dictionnaire seiSrnologique. 


本 . RAPPORTS NATIONAUX 


Conformement a 1a demande qui a te adressee le 10 Avril 1951 par le secretaire de 
PAssociation a MM. les Presidents des Comites Nationaux Geodesiques et Geophysiques 
nos Coliegues dlegues des Comites Nationaux de Seismologie sont pries de bien vouloir 
preparer leurs rapportS sur ]activit6 seismologique de ]eurs payS respectifs pour 1a periode 
1948-1950. 

1] est souhaitable qu'un exemplaire de chacun de ces rapports parvienne au Secretariat 
de 1?Association, 38 Boulevard d?Anvers a Strasbourg avant le 15 Juillet 1951. Le secre- 
tariat est actuellement en Dossession des raDports en provenace des DayS Suivants: 

Afrique du Sud, Allemagne (Re6publique Federative de POuest), Argentine (Service 
Met6orologique), Australie, Autriche, Br6sil, Canada, France, Grece, Irlande, TNorvege, 
Nouvelle Z6lande, Pays-Bas, Suisse, Turquie, Yougoslavie. 

Ces rapports seront presentes au cours des seances que 1?Association tiendra & Bruxe- 
]Ie8. 

Le President: Le Secretaire General: 
Docteur R. Stoneley, F. R. S. Professeur TP. Roth6. 


2 な 


地 岩 」 投 稿 規定 


原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 に 横 書 に 認め , 介 名 は 下 優 名 , 外 國語 は 片 優 名 又は 原語 を 
用 いる こと <. 

名 証 四 , 、 等 を 明瞭 に 記入 する こと - 

地名 , 人 名 の 証 み に くい も の に は 振 優 名 を 付け る こと . 

敷 字 は 漢字 を 用 い ず , アテ ラビ ゼ ヤ 敷 字 名 用 いる こと . 

引用 文献 等 は 最後 に 本 婦中 の 引用 箇所 の 番号 を 附 し て 記載 の こと 

提 園 は 晃 で 明瞭 に 書き , 刷 上 り 寸 法 又 は 縮 率 を 必ず 記入 する こと . 賠 の 中 の 文字 は 
刷 上 り 1mm 以下 に な ら ぬ と こと と. 原稿 に 赤字 で 園 の 挿入 場所 を 指定 する こと - 
原稿 に は 必ず 歌 文 題目 と 基 文 要約 (大 帆 300 語 以内 ) を 付け る こと . 


_ 論 交 の 長 さ は 営 分 の 間 , 刷 上 り 6 貢 (400 字 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) 以内 の こと 


別 刷 は 50 部 を 贈呈 し , それ 以上 は 著者 の 負 搭 (用 紙 を 含む ) と する . 
校正 は 営 分 の 間 編 則 係 に 一 任 の こと 
特殊 な 園 版 (折込 , 色刷 等 ) は 営 分 の 問 著者 が 費用 を 負 描 する こと . 

挿 園 , 表 等 の 読 明 に は 欧 文 を 用 いる こと . 

敷 式 , 特に 本 女 中 の 式 は な る べく 0 占 問 せ ざ る 形 (た と えば 2 

sin {(szz/2 の ) 一 (sze/2)) の ご と く ) に か く こ 
内 
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